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珊 神奈川県の潜在自然植生図 凡例解説
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1。　ヤブコウジースダジイ群集，典型亜群集

　　　Ardisio－Castanopsietum　sieboldii， Typische　Subass．
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1．群落の相観

　アオキ，ピサカキ，ヤブツバキ，ヤブコウジなど常緑性の種を伴い常緑広葉樹のスダジイが優

占する高木林。

2．　標徴種および区分種

　ヤブコウジ，スダジイ。

3．群落の断面模式図一Fig．43。4層群落。

4．　主な代償植生

　オニシバリーコナラ群集（IV）＊，アズマネザサーススキ群集（皿），チガヤーススキ群落（m），

シバ群団（皿），クズーカナムグラ群落（皿），ヒメ云カシヨモギーオオアレチノギク群落，カラス

ビシャクーニシキソウ群集（H），メヒシバーエノコログサ群落（1），ヨモギ群落，ニワホコリー

カゼクサ群集（m，マテバシイ植林（W），クロマツ植林（IV），クスノキ植林（IV），スギ・ヒノキ

植林（IV）。

5．立地条件
　海岸付近から海抜約300mまでの土壌堆積の浅い尾根部や凸状斜面。イノデータブ群集とマサ

キートベラ群集との境界域。乾性立地。

6，　群落域の適性植栽種

　潜在自然植生構成種

　　B　スダジイ，ヤブニッケイ，ヤブツバキ，カクレミノ，ヒメユズリハ。

　　S　トベラ，アオキ，ピサカキ，ツルグミ，マサキ。

　　K　ヤマイタチシダ，ツワブキ，ジャノヒゲ，ヤブラン，ヤブコウジ，テイカカズラ，キヅタ。

　代．償植生構成種

　　B　オオシマザクラ，ヤマザクラ，コナラ，エゴノキ，エノキ，アカマツ，クロマツ。

　　S　マルバウツギ，イヌビワ，ガマズミ，キブシ，イボタノキ。

　　K　ナキリスゲ，ケスゲ，コウヤボウキ。

7．　自然植生から判定される土地利用

　林地（ヒノキ，アカマツ，マテバシイ，オオシマザクラ）農耕地（ミカン，茶その他）。

8．総合立地評価

　第三紀層を基盤とした急傾斜地が多いため崩壊しやすく，地形変更を伴う開発や樹林皆伐は避

ける。現存する自然植生は極力保護して植生の機能（防風，保水，土壌侵食防止，崖くずれ防止

など）を促進させる。

Fig．43　ヤブコゥジースダジイ群集，典型玉lii群集断面模式

　　Vegetationsprofildes　Ardisio－Castanopsietum　sieboldii
　　Typische　Subass．
　L　アオキ　　　 君παめαノα汐。π∫6α　　　　　　　6．　ヤマイタチシダZ）7舗ッ。μθ彦5海55麗∫απα

　2．　ヤブコウジ　　Aγ4∫5fαブ砂。癖。α　　　　　　　7．　ピサカキ　　　，E～〃曾ッπブ＠oπ‘oπ

3．　スダジイ　　　Cα5’α7～oρ5f5　c～‘5ρ∫4α‘αvar．　　8．　モチノキ　　　　IZ躍伽陀gプσ

　　　　　　　　5詑う。観琵　　　　　　　　　　　　9．　タブノキ　　　　ルノα6房伽∫∫肋πう6ノ・9毎

4．　ヤブニッケイ　C加zαηzo艀zz〃23ノαρ02z∫α‘〃’　　　　10．　シロダモ　　　　NθoZf∫58α581”‘c8α

　5．　ヤブツバキ　　Cαアπθ♂Z如ブαカ。刀∫oα　　　　　　1i．　ジャノヒゲ　　　0力房oρogo2zゴ＠o／zf‘z‘5

寧主な代印植生では，群集または群落ごとに自然度V～1がカッコ内に琶されている。（宮脇1973，富脇，原田1974，Miyawaki　u．　Kazue

Fuliwara　1975参照）
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2．　ヤブコウジースダジイ群集，アカガシ亜群集
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遷．群落の相観

　常緑広葉樹の高木林。高木層にアカガシを高い被度で伴う。

2．標徴種および区分種

　ヤブコウジ，スダジイ。典型面群集に対しアカガシ，ヒイラギ，ウラジロガシ，ジュズネノキ

で区分される。

3．　群落断面模式図一Fig．45。4層群落。

4．主な代償植生

　オニシバリーコナラ群集αV），チガヤーススキ群落（皿），シバ群団（皿），クズーカナムグラ群

落（皿），ヒメムカシヨモギー旧制アレチノギク群落（豆），カラスビシャクーニシキソウ群集（H）

アズマネザサーススキ群集（皿〉，ヨモギ群落（H），ニワホコリーカゼクサ群集（1），メヒシバー

エノコログサ群落（1），アカマツ植林（IV），スギ・ヒノキ植林（IV）。

5．立地条件
　海抜約400mまでの海岸に近い山地斜面，土壌堆積の浅い立地，シラカシ群集やシキミー・モミ

群集への移行帯。ロームが堆積することもある。

6．　群落域の適性植栽種

　潜在自然植生構成種

　　B　スダジイ，ヤブニッケイ，ヤブツバキ，ウラジロガシ，アカガシ。

　　S　ヒイラギ，カヤ，ジュズネノキ，ツルグミ，アオキ，ネズミモチ，ピサカキ。

　　K　マンリョウ，シュンラン，ヤブコウジ，イタビカズラ。

　代償植生構成種

　　B　ヤマザクラ，ヒノキ，アカマツ，コナラ，エゴノキ。

　　S　ウツギ，サンショウ，ヤマグワ，キブシ，ツクバネウツギ。

　　K　ヒメカンスゲ，ヒカゲスゲ，コウヤボウキ，スイカズラ。

7．　自然植生から判定される土地利用

　林地（ヒノキ，アカマツ，マテバシイ，オオシマザクラ）。農耕地（ミカン，茶）。

8．総合立地評価

　第三紀層の尾根状地や斜面上端などの不安定な立地であるため，大規模な開発を避ける。残存

自然三分は，極力保護して植生の保全機能（保水，土壌侵食防止，崩壊防止，防風など）を促進

させる。

Fig．45　ヤブコゥジースダジィ群集，アカガシ亙ii群集断面模式

　　Vegetationsprofildes　Ardisio－Castanopsietum　sieboldii，
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3．　ヤブコウジースダジイ群集（表層土が復元された場合）

　　　Ardisio－Castanopsietum　sieboldii（nachdem
　　　Mutterbode琵wiederhergestelk　ist）

Phot．　U6　Bestand　des　Ardisま。－
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雀．群落の相観

　常緑広葉樹の高木林。低木層にアオキ，ピサカキ，草本層にヤブコウジが常在する。現存植生

は見られない。

2．標徴種および区分種

　スダジイ，ヤブコウジ。

3．　群落断面模式図一Fig．47。4層群落。

4．主な代償植生

　ススキ群落（皿），シバ群団（皿），メヒシパーエノコログサ群落（H）など。

5．立地条件
　海岸に近い造成地で土壌堆積の無い乾性立地。

6．群落域の適1隻植栽種

　潜在霞然植生構成種

　　B　スダジイ，ヤブツバキ，アラカシ。

　　S　アオキ，ヤツデ，ツルグミ。

　　K　ヤブコウジ，ヤブラン，ジャノヒゲ，カンアオイ。

　代償植生構成種

　　B　コナラ，オオシマザクラ，エゴノキ，マテバシイ。

　　S　マユミ，ガマズミ，キブシ，ヤマグワ，マルバウツギ。

　　K　コウヤボウキ。

7．　自然植生から判定される土地利用

　宅地，農耕地（ミカン，茶）。林地（マテバシイ，オオシマザクラ）。

8．総合立地評価

　造成地であるため，表土の復元を必要とする。防風林や環境保全林として，多様で安定した生

物学的な環境創造を積極的に潜在自然植生にそって進めることが望まれる。土壌侵食防止作用お

よび山地崩壊防配機能がある。

Fig。47表層土が雌蝶された場合生育可能であるヤブコウジースダジイ群集断颪模式

　　　　Vegetationsprofildes　Ardisio－Castanopsietum　sieboldii
　　　　nach　de雛〕Mutterboden　w三ederhergestellt　ist．

　　　　A：復元された衷層土Wiederhergestellte　Mutterb6den

　　　　B：母岩その他Muttergestein　und　andere
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4．　ホソバカナワラビースダジイ群集

　　Polystichopso－Castanopsietum sieboldii

｝）hot．117　Bestand　（玉es

　　　sieboldii．
Polystichopso－Castanopsietum

Fig．48 分布図 Verbreitungskarte．
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1．　群落の相観

　低木層，草本層（特にシダ領物）に常緑性種群を伴う常緑広葉樹の高木林。県下には少ない。

2，　標記種および区分種

　スダジイ，タブノキ，タイミンタチバナ，ホソバカナワラビ，コバノカナワラビ。

3．群落断面模式図一Fig．49。4層群落。

4．主な代償植生

　オニシバリーコナラ群集（IV），アズマネザサーススキ群集（皿），チガヤーススキ群落（皿），ク

ズーカナムグラ群落佃），ヒメムカシヨモギーオオアレチノギク群落（H），カラスビシャクーニ

シキソウ群集（H），スギ植林（IV），モウソウチク，マダケ平台（W）。

5．立地条件
　海岸地域を主とし，海抜約400mまでの谷あいやテラス状の湿性緩傾斜地，イノデータブ群集

とヤブコウジースダジイ群集の中間的な立地。

6．　群落域の適性植栽種

　潜在自然植生構成種

　　B　スダジイ，タブノキ，ヤマモモ，ホルトノキ。

　　S　マサキ，ジュズネノキ，イズセンリョウ，シロダモ，カラタチバナ。

　　K　フウトウカズラ，コバノカナワラビ，ホソバカナワラビ。

　代償植生構成種

　　B　クヌギ，カラスザンショウ，ミズキ，アカメガシワ，ヤマハゼ。

　　S　イヌビワ，オニシバリ，ヤマブキ，コバノガマズミ。

　　K　クサイチゴ。

7．　良然植生から判定される土地利用

　林地（スギ，モウソウチク）。

8，総合立地評価

　自然環境維持と土壌侵食防止作用および保水作用を保つため，大規模な樹林皆伐や土地造成は

避ける。

F玉g．49　ホソバカナワラビースダジイ群集断面摸式
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5．　イノデータブ群集，典型亜群集

　　　Polys重icho－Machile＝tum thu難bergii，　Typische　Subass．

Phot．li8BestanddesPolysticho－

　　　Machiletum　thun一
bergii，

Subass．

Typische

Fig．5Q　分布図　Verbreitungskaτte．
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1．群落の相観

　主にタブノキ，ヤブニッケイ，シロダモなどのクスノキ科の常緑広葉樹で構成される高木林。

2．　標徴種および区分種

　イノデ，キチジョウソウ（マサキートベラ群集に対する区分種としてオオバイボタ，カクレミ

ノ，フウトウカズラ，ヤブコウジースダジイ群集に対してはイノデ，ミズキなど）。

3．群落断面模式図一Fig．5i。4層群落。

4．　主な代償植生

　イヌビワーミズキ群落（IV），クスノキ植林（IV），スギ・ヒノキ植林（W＞，ニセアカシや植林

（m），モウソウチク，マダケ植林（IV），アズマネザサーススキ群集（盃），チガヤーススキ群落

（皿），　シバ群団（狙），　クズーカナムグラ群落（皿），　ヒメムカシヨモギーオオアレチノギク群落

（H），カラスビシャク～ニシキソウ群集（薮），イヌビエーオオクサキビ群落（H）。

5．立地条件
　沖積地あるいは台地斜面下部の土壌が厚く堆積した凹状地で，適湿ないし湿性地。

6．　群落域の適性植栽種

　潜在自然植生構成種

　　B　タブノキ，シμダモ，ヤブニッケイ。

　　S　アオキ，ヤツデ。

　　K　イノデ，ヤブラン，キチジョウソウ，オオバジャノヒゲ。

　代償植生構成種

　　B　カラスザソショウ，ミズキ，ケヤキ，エノキ，ムクノキ。

　　S　ゴンズイ，マユミ，ツリバナ。

　　K　シケシダ，ミズヒキ，ミョウガ，ミゾシダ，ウバユリ。

7．　自然植生から判定される土地利爾

　林地（スギ，モウソウチク，マダケ）。農耕地（根菜類，スイカ）。

8．　総合立地評価

　適湿な立地のため土地生産力の高い地域である。わずかな現存植分は保護されたい。

　現在，農業生産地として利用されている立地は宅地，産業立地に転用しないで現状利用がのぞ

まれる。

Fig．51イノデータブ群集，亜型亜群集断面摸式
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6。　イノデータブ群集，ケヤキ亜群集

　　Polysticho－Machiletum
　　von　Zelkova　serrata

thunbergii，　Subass．

Phot．119　Bestanddes　Polys目cho－Machiletum
Subass von　Zelkova　serrata．
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1．　群落の相観

　タブノキの優占する常緑広葉樹林で，高木層に夏緑広葉樹のケヤキを伴なう。草本層は適湿生

の植物でおおわれる。

2．標徴種および区分種

　イノデ，キチジョウソウ。

　亜群集区分種

　ケヤキ，アカメガシワ，アケビ。

3．群落断爾模式図一Fig．53。4層群落。

4．　主な代償植生

　ミズキ群落（IV），クスノキ植林（W＞，スギ・ヒノキ植林（IV），ニセアカシア植林（W），モウソ

ウチク，マダケ植林（W），アズマネザサーススキ群集（皿），チガヤーススキ群落（亙），シバ群団

（皿），クズーカナムグラ群落（皿），ヒメムカシヨモギーオオアレチノギク群落（H），カラスビシ

ャクーニシキソウ群集（H），イヌビエーオオクサキビ群落（豆）。

5．立地条件
　内陸（qシラカシ群集域に近く，谷沿いの斜面などで土壌が深く堆積した立地。

6．群落域の適性植栽種

　潜在自然植生構成種

　　B　タブノキ，シロダモ，カクレミノ。

　　S　ネズミモチ，アオキ，ヤツデ。

　　K　イノデ，キチジ寂ウソウ，オオバジャノヒゲ。

　代償植生構成種

　　B　ケヤキ，エノキ，カラスザソショウ，コブシ，ムクノキ，イイギリ。

　　S　ヤマブキ，サンショウ，ゴンズイ，ムクノキ。

　　K　ミズヒキ，ミョウガ，ミゾシダ，フタリシズカ。

7．　患然植生から判定される：土地利用

　林地（スギ，ミズキ，ケヤキ，モウソウチク）。農耕地（根菜類，スイカ）。

8．総合立地評価

　残存林分は斜面保全林として保護したい。群落構成種は緑化用植栽種としてかなり内陸域まで

導入できる。

Fig．53　イノデータブ群集，ケヤキ亜群集断面模式

　　　　Vegetationsprofildes　Polysticho－Machiletum　thunbergii，
　Subass．　von　Zelkova
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7．　マサキートベラ群集

　　Euonymo－Pit£osporetum　tobirae

Phot，120　Bestand（玉es　Euonymo－

　　　Pittosporetum
　　　tobirae．
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1．群落の相観

　マサキ，トベラ，オオバグミなどの常緑広葉低木で構成される海岸風衝林，

高木層を形成する。草本層の発達はひかくてき悪い。

2．　標徴種および区分種

　クロマツ，オニヤブソテツ，オオバイボタ，マルバシャリンバイ。

3．群落断面模式図一Fig。55。2～3膠群落。

4．主な代償植生

　アズマネザサーススキ群集（璽），チガヤーススキ群落（皿），シバ群団（皿），

§．立地条件

　海からの風が直接あたる急斜面，母岩の露出した，土壌の浅い断崖地。

6．　群落域の適性植栽種

　潜在自然植生構成種

　　B　クロマツ，ヒメユズリハ，マテバシイ。

　　S　マサキ，トベラ，マルバシャリソバイ，オオバグミ。

　　K　ツワブキ，オニヤブソテツ，ラセイタソウ。

　代償植生構成種

　　S　メダケ，オオバイボタ，テリハノイバラ。

　　K：ハチジョウススキ，ヤマカモジグサ，ススキ，シバ。

7．　自然植生から判定される土地利用

　林地（防風林形成）。

8．、総合立地評価

　断聯弾保全植生及び防潮，防風林として残存植分の保護が必要である。

ときにクロマツが

メダケ群落（璽）。

Fig．55　マサキートベラ群集断面模式

　　Vegetationsprofildes　Euonymo～Pittosporetum
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8．　シラカシ群集，ケヤキ亜群集

　　　Quercetum　myrsinaefoliae，
　　　Zelkova　serrata

Subass．　von

Phot．121BestanddesQuercetum

　　　myrsinaefoliae，
　　　Subass．　vol〕　Zelkova

　　　serrata．
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1．　群落の相観

　シラカシが優占し，ケヤキを伴なう高木林。植生高は25mに及ぶ。

8．標二種および区分種

　シラカシ，ナンテン，シュロ，ケヤキ，オクマワラビ。

3．群落断面模式図一Fig．57。4層群落。

4．　主な代償植生

　クヌギーコナラ群集（W），アズマネザサーススキ群集（皿），スギ植林（IV），クロマツ・アカマ

ツ植林（IV），モウソウチク，マダケ林（IV＞，カラスビシャクーニシキソウ群i集（H）。

5、立地条件
　多摩丘陵，相模原台地，大磯丘陵の一部などやや内陸地の関粟ロームが厚く堆積した斜面ある

いは滑積地。

6．　群落域の適性植栽種

　潜在自然植生構成種

　　B　シラカシ，タブノキ，ケヤキ。

　　S　アオキ，ネズミモチ，イヌガヤ，イロハモミジ，チャノキ。

　　K　ツルマサキ，マンリョウ，オオバジャノヒゲ，ジャノヒゲ。

　代償植生構成種

　　B　ケヤキ，エノキ，クヌギ，イヌシテ。

　　S　サンショウ，ヤマコウバシ，クロモジ，マユミ，ゴンズイ。

　　K　キソラソ，ホウチャクソウ，ギンラン，イヌショウマ，エビネ。

7．　自然植生から判定される土地利用

　林地（スギ，シラカシ，ヒノキ，ケヤキ，モウソウチク）。農耕地（桑，根菜類，クリ，カキ，

ナシ）。集落。

8．　総合立地評価

　生産性の高い立地であるため，現在はその大部分が開発されている。斜面に残存する林分や屋

敷林は保全したい。現存農地の転用を防ぎ現状利用をつづける。

Fig．57　シラカシ群集，ケヤキ亜群集断面模式

　　Vegetationsprofil　des　Quercetum

　　von　Zelkova　serrata
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9．　シラカシ群集，典型亜群集

　　　QuercetuIn　myrsinaefohae， Typische　Subass．

Phot．互22　Bestand　des

　　　Subass．
Quercetum　myrsinaefoliae，　Typische
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1．群落の根観

　シラカシを主とする，常緑広葉樹の高木林。

2．標浸種および区分種

　シラカシ，ナンテン，シュ即。

3．群落断面模式図一Kg．59。4層群落。

4．主な代償植生

　クヌギーコナラ群集（IV），アズマネザサーススキ群集（皿），チガヤーススキ群落（皿），カラス

ビシャクーニシキソウ群集（琵），ヒメムカシヨモギーオオアレチノギク群落（H）。

5．立地条件
　多摩丘陵，大磯丘陵の一部，栢模原台地など台地上の乾性地，関東ローム層でおおわれ比較的

排水性良好な立地。

6．　群落域の適性植栽種

　潜在自然植生構成種

　　B　シラカシ，ケヤキ。

　　S　アオキ，ピサカキ，イヌガヤ，イ戸ハモミジ，ナンテン，チャノキ。

　　K　ジャノヒゲ，ヤマイタチシダ，ベニシダ，シュンラン。

　代償植生構成種

　　B　エノキ，ケヤキ，イヌシデ。

　　S　ヤマコウバシ，クロモジ，カマツカ，ムラサキシキブ，ウグイスカグラ。

　　Kキンラン，ナル踏ユリ，ヒメカンスゲ。

7．　自然植生から判定される土地利用

　林地（ヒノキ，アカマツ，クリ，クヌギ，コナラ，イヌシデ，シラカシ，スギ）。農薪地（桑，

根菜類，ナシ，カキ，クリ）。集落。

8．　総合立地評価

　土地生産性が極めて高いため，殆んど開発されつくしている。残存植分，屋敷林などは保護す

る。現存農耕地の維持存：続をはかる。

Fig．59　シラカシ群集，典型亜群集断面模式
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m．　シラカシ群集，モミ亜群集

　　　　Quercetum　myrs1naefoliae， Subass．　von　Abies　firma
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1．羅落の相観

　常緑広葉樹のシラカシの高木林であるが，わずかに針葉樹のモミをまじえる。林床はひかくて

きまぼらである。

2．標三種および区分種

　シラカシ，ナンテン，シュロ，モミ，アカマツ，ヤマツツジ，ナツハゼ，リョウブ。

3．群落断面模式図一Fig，61。4層群落。

4．　主な代償植生

　クヌギーコナラ群集（IV），アズマネザサーススキ群集（皿），シバ群団（皿），ヒメムカシ滋モギ

ーオオアレチノギク群落（套〉，カラスビシャクーニシキソウ群集（H），ヨモギ群落（∬），ニワホ

コリーカ・ゼクサ群集（H），アカマツ植林（W）。

5．立地条件
　関東ローム層で形成された洪積台地や丘陵地のやせ尾根，砂履が基盤の地域。

6．群落域の適性植栽種

　潜在自然植生構成種

　　B　シラカシ，モミ，アカガシ，アラカシ。

　　S　ネズミモチ，ヒイラギ，カヤ，ヤマツツジ，マルバアオダモ。

　　K　ヤブコウジ，シュンラン，ジャノヒゲ，キッコウハグ’マ。

　代償植生構成種

　　B　アカマツ，コナラ，イヌシデ，ヤマザクラ。

　　S　ナツハゼ，リョウブ，クロモジ，カマツカ，ネジキ。

　　Kホソバヒカゲスゲ，キンラン，ギンラン，ノガリヤス。

7．　自然植生から判定される土地利用

　林地（アカマツ，ヒノキ，アラカシ，アカガシ）。

8。総合立地評価

　立地が不安定なため，植生が破壊されると周辺地域の崩壊をも誘発する。現存植分は保護して

崩壊防止林としての機能を促進させる。

Fig．61　シラカシ群集，モミ亜群集断面模式

　　Vegetatio鳳sprofi1¢esQuercetum　myrsinaefoliae　Subass．
　　von　Abies　firma
1，

2，

3．

4．

5，

6。

7．

ジャノヒゲ　0ρ1z‘・ρ・9・ノzノ砂07～∫α‘5

アオキ　　　　ん‘Cκ∂σブα1ウ0／Z記α

ヤブコウジ　　ノ4プ4∫5毎ノ4ρo刀∫αz

モミ　 A∂f85声7一ノπα

ウラジロガシ　Q鰐ノ・侃55認foぬα

ヒメカンスゲ　Cα1で躍60π廊α

ナツハゼ　　　y4‘擁7漉〃刀oZ4んπ吻毎

8．

9．

］0．

1i．

12．

13，

シラカシ

ピサカキ

ヤマソツジ

アラカシ

ネジキ

カンアオイ

Qκ召プα‘5ノ～Zly1・5か～α｛プb屍α

Eτ〃マyαブ4ρoアzfoα

Rゐ0404βノπ1プ0刀々｛Zβ刀3卿1・ゴ

Qz紹プα‘5　gz4z‘偲

ゐlyo7z短。膿雄bあα

．45αプ㈱ん00ツαπz‘”3var．

7Zψρ0〃Z6潔η3



304

11．　シキミーモミ群集，典型亜群集

　　　Ilhcio－Abietum　firmae　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　， Typische　Subass．
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1。群落の相観

　高木層にモミが優占し，苑高木層以下に，シキ・ミ，アセビ，ウラジロガシなどの常緑広葉樹を

伴う高木林。

2．　標徴種および区分種

　シキミ，モミ，アセビ，リョウブ。

3．　群落断面模式図一Fig．63。弓層群落。

4．　主な代償植生

　コナラーミズナラ群落（IV），アプラチャン～イヌシデ群落（IV）。

5．立地条件
　海抜400～600mのやせ尾根状地や急傾斜地，表層土はうすい。

6．　群落域の適性植栽種

　潜在自然植生構成種

　　B　モミ，ウラジロガシ，アラカシ，カヤ。

　　S　シキミ，アワブキ。

　　Kコカソスゲ，シュンラン。

　代償植生構成種

　　B　コナラ，アカマツ，エンコウカエデ。

　　S　クロモジ，ヤブムラサキ，ツクバネウツギ。

　　K　コウヤボウキ，ツルアジサイ。

7．　自然植生から判定される土地利駕

　林地（アカマツ，ヒノキ，コナラ，ミズナラ，イヌシデ）。

8．　総合立地評価

　ヤブツバキクラス域とブナクラス域の境界領域にある。尾根に発達するが，現在ほとんどが植

林地となり，残存林分は少ない。山地の立地保全林として適正な管理，復元がのぞまれる。

Fig．63　シキミーモミ群集，典型亜群集断面模式

　　　　Vegetatio鷺sprofildes　Illicio－Abietum　firmae，　Typische
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　2．　モ　ミ　　　ノ4腕θ5声プ2πα　　　　　　　　　6．　ウラジロガシ　Qz‘6r侃55αあ。勿α

　3．　アセビ　　　　P∫8擁5ブαρ07z∫cα　　　　　　　7．　シュンラン　　CJηη碗4‘π規goθ擁2zg‘f

　4．　リョウブ　　 αθ読ク噂αうα7闇う伽8ノ望ゴ5　　　　　8．　アカガシ　　 Qz6θ2℃粥αo師α
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12．　シキミーモミ群集，ツガ亜群集

　　　　I11玉cio－Abietuln　firmae， Subass．　von　Tsuga　siebo至dii

Phot．125　Bestanddes　Illicio＿

　　　Abietum　firmae，
　　　Subass．　von　Tsuga
　　　sieboldii
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1．群落の相観

　高木層にモミ，ツガが混生し，下層にはいくつかの常緑広葉樹の他にシデ類，カエデ類の夏緑

広葉樹が多い。

2．標徴種および区分種

　シキミ，モミ，アセビ，ツガ，カヤ。

3．　群落断面模式図一Fig．65。4層群落。

4．　：主な代償植生

　リョウブーミズナラ群落（W）。

5．立地条件
　典型亜群集よりもやや高海抜地（700～900m）急傾斜地などの乾性立地。

6．　群落域の適性植栽種

　潜在自然植生構成種

　　B　モミ，ツガ，リョウブ。

　　S　アセビ，カヤ。

　　K　コカンスゲ。

　代償植生構成種

　　B　アカマツ，アラカシ，　ヒノキ。

　　S　ヤブムラサキ，ツクバネウツギ。

　　K　コウヤボウキ，オクモミジバグマ。

7．　自然植生から判定される土地利用

　林地（モミ，ツガ，ヒノキ，アカマツ）。

8．　総合立地評価

　やせ尾根や急傾斜地のため斜面崩壊を起しやすい。植生破壊後の二次遷移の進行は遅いため裸

地化（例，皆伐）は絶対に避けたい。

Fig．65　シキミーモミ群集，ッガ麓群集断而模式

　　Vegetationsprofildes王nicio－Abietum　firmae，　Subass．　von
　　Tsuga　sieboldii
　l．　モミ　　　　　・4∂∫85声プ2πα　　　　　　　8．　ウラジロガシ（2z卿℃z‘55αあofπα

2。　ツガ　　　　　T5κg¢5飴60Z漉‘　　　　　　9．　ミャマハハソ　M8あ05ηzα詑耀‘ゴ5

3．　クマシデ　　　　C如ψ∫7zπ5ブαρ02～fcα　　　　　互0．　ヒイラギ　　　052π⑳～疏π5ゐ8’β7’oρんツZ諏5

4．　イPハモミジ　　・4c8プρ認脚傭〃π　　　　　　　11．　シキミ　　　　1疏。毎況プθあ9∫05襯多

5．　ヤブムラサキ　　CσZZ‘cαジρα解oZZf∫　　　　　12．　コカソスゲ　　Cαブ鶴ブ8幼∫∫

6．　コバノガマズミ　y乃躍’7～z〃πθ2喝。飾”3　　　　　　13．　カンスゲ　　　Cαプ鶴7πo／4”o癖f

7．　スズタケ　　　　8α5α脚。ψ1z¢ρzぴρz‘プα508／z3　　14．　テイカカズラ　Tプα訪8Zo5ρθプ辮2‘彫α∫fα’ゴα〃π
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13。　アラカシーウラジロガシ群落

　　　　Qπ8r‘鰐gZαπoα一Qπ6ノー6π55α♂∫o勿α一Gesellschaft

Phot。！26　Bestand　der　Qπθκ～‘58’♂α㍑oα一9μθブα‘55αあ。‘2zα一Gesellschaft．
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1．群落の相観

　常緑カシ類（ウラジロガシ，アラカシ，ツクバネガシなど）で構成される常緑広葉樹林。

2．区　分種
　アラカシ，ウラジロガシ，ツクバネガシ，アカガシ。

3．群落断面模式図一Flg．67。4層群落。

4．主な代償植生

　アカマツ植林（W）。

5．立地条件
　海抜400～600mの山地，渓谷に沿った急傾斜地。表層土の発達は悪い。

6，群落域の適性植栽種

　潜在自然植生構成種

　　B　ウラジロガシ，アラカシ，アカガシ。

　　S　サカキ，ミヤマシキミ，シキミ，ツルシキミ。・

　　K：　オオバジャノヒゲ，ヒメカンスゲ。

　代償植生構成種

　　B　ヤマザクラ，イヌシデ，イロハモミジ。

　　S　アプラチャン，ヤマブキ，ヒメウツギ，ニシキウツギ。

　　K　オオバギボウシ，ヒメノガリヤス，ススキ。

7．　自然植生から判定される土地利用

　林地（モミ，ヒノキ，アラカシ，ウラジロガシ）。

8．総合立地評価

　斜面保全：植生として残存植生の保護と，内陸部の産業・住宅開発地域に潜在自然植生構成種の

常緑広葉樹の導入を積極的に行いたい。

Fig．67　アラカシーウラジロガシ群落断面模式
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14．　イロハモミジーケヤキ群集

　　　Acero－Zelkovetum
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1．　群落の相観

　ケヤキ，イロハモミジ，エノキなどの夏緑広葉樹を主に，常緑植物を下層に伴う森林。常に斜

面に発達する。

2．　標徴種および区分種

　イ揖ハモミジ，ケヤキ，ウラジロガシ，ヒイラギ。

3．　群落断面模式図一Fig．69。4層群落。

4．主な代償植生

　タマアジサイーフサザクラ群集（W）。オニシバリーコナラ群集（W）。

5，立地条件
　常緑広葉樹林域の渓谷沿いの崩積土堆積地。

6．群落域の旧姓植栽種

　潜在自然植生構成種

　　B　イロハぞミジ，ケヤキ，ウラジロガシ。

　　S　ヒイラギ，シロダモ，アオキ，イヌガヤ。

　　Kllオオバジャノヒゲ，オオバノイノモトソウ，ヤブソテツ，オモト，シャガ。

　代償植生構成種

　　B　ケヤキ，イヌシデ，ミズキ。

　　S　コクサギ，ミツバウツギ，アプラチャン。

　　K　lシャガ，　ドクダミ，タチツボスミレ。

7．　自然植生から判定される土地利用

　林地（スギ，ケヤキ，モウソウチク）。

8．　総合立地評価

　斜面保全林として，残存林分の保護と，積極的復元をはかりたい。また，表面透水作用の高い

土壌のため水源，水質保金の見地からも汚濁物質の投棄はさける。

Fig．69　イロハモミジーケヤキ群集断面模式

　　Vegetationspτofildes　Acero－Zelkovetum．
　1．　ヤブラン　　　　ムか勿ρ8ρ♂π妙ρ妙ZZα　　　　　7．　ミズキ　　　　　Coプノz〃5007～ケ。灘r5α

2。　イヌビワ　　　　Ffα‘5θ7で蕊σ　　　　　　　　8．　キヅタ　　　　　H846ノ㍑プゐ。アノめ6α

3。イノデ　　　　Po♂：y5彦fcゐz‘蜴力。砂うZ8カゐα7僧τ〃μ　9．ヤツデ　　　　翫‘∫如ノ＠o漉。α

4・ケヤキ　　Z・伽・・…’・伽　　　　10・アオキ　　A・κ〃∂・ノ・ρ・・1卿
5．　イロハモミジ　　・408ノ’ρα伽α魏規　　　　　　　H．　キチジョウソウ　Rθ加召漉8αo¢ノ’π8α

6．　タブノキ　　　　ルZαo屠伽5疏槻うθグ9‘歪
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15．　コクサギーケヤキ群集
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1．　群落の相観

　ケヤキの優占する夏緑広葉樹林。林床は春季網に特徴がある。

2．　標徴種および区分種

　ケヤキ，コクサギ，ニリンソウ，ヤマブキソウ，セソトウソウ。

3．群落断面模式図一Fig．71。4層群落。

4．　主な代償植生

　クズーカナムグラ群落（皿），スギ植林（W）。モウソウチク林（皿）。

5．立地条件
　ローム層で被覆された丘陵や，ローム層が侵食された小河川ぞいの谷など，肥沃な土壌が厚く

堆積した湿性地。

6．　群落域の適性植栽種

　潜在自然植生構成種

　　B　ケヤキ，イタヤカエデ。

　　S　コクサギ，アプラチャン。

　　K　ニリンソウ，サイハイラン，ヤマブキソウ，セソトウソウ。

　代償植生構成種．

　　B　ミズキ。

　　S　ニワトコ，ヤブデマリ。

　　Kドクダミ，ヤブカソゾウ。

7．　自然植生から判定される土地利用

　林地（スギ，ケヤキ，モウソウチク）。立地保全（土壌侵食防止，保水作用）。

8．総合立地評価

　湿性立地のため林床の植生は人の頻繁な立ち入りなどによる踏圧によって消失しやすい。

　残存林分は，斜面保全林として保護したい。

Fig．71　コクサギーケヤキ群集断面模式
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16．　タマアジサイーフサザクラ群集

　　　Hydrangea　i簸volucrata－Euptelea polyandra－Ass・

Phot．130　Bestand　der　Hydrangea　　involucrata－Euptelea
　　　polyandra－Ass．
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1．　群落の相観

　斜面崩壊地などの不安定立地に自然に持続する落葉低木林または高木林。林床に広葉草本植物

　が多い。

2．　標徴種および区分種

　タマアジサイ，フサザクラ，コアカソ，ミズヒキ，ウワバミソウ，ムカゴイラクサ。

3．　群落断面模式図一Fig．73。4層群落。

4．　主な代償植生

　アプラシバ群落（皿〉。

5．立地条件
　大増水時の土砂流出により物理的破壊作用を数年に一三定期的に受ける谷状地。

6．群落域の適性植栽種

　潜在自然植生構成種

　　B　フサザクラ，イロハモミジ。

　　S　タマアジサイ，アワブキ，ガクウツギ。

　　K　ウワバミソウ，カンスゲ。

　代償植生構成種

　　B　ヤシャブシ。

　　S　ニシキウツギ，キブシ。

　　K　コアカソ，ヤマホタルブクロ，アプラシバ。

7．　自然植生から判定される土地利用

　人為的な利用にたえられない。稀にワサビ田など。

8．　総合立地評価

　渓谷の斜面保全林として保護が必要である。群落構成種のフサザクラ｝タマアジサイ，ヤシャ

ブシなどは崩壊地の植栽種として導入が可能である。

Fig．73　タマアジサイーフサザクラ群集断面模式
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孟zノ～z‘5ノΣプ2脚

Pα7π6θ瀦。‘7z♪プαθco灘

W8f8噛。伽4θcorα

3悔改yzz剛5ρ7一α召ω己び

Dα‘認放56α62・α

involucrata－Euptelea
9．　ヤマアジサイ

10．　イタドリ

11．　ウワバミソウ

12．　ミズヒキ

13．　フキ

理y4昭7zg6α〃zαση助ツz♂α

var。αα〃2ZZπα‘α

Po♂ツgωz襯zα‘5が4α‘z‘”♂

β♂α‘05紹〃～α2〃ノめβ♂Zα孟Z‘アπ

var．フノ20ジ㍑5

PO♂lygO7Z瑚3声♂〃∂r2／Z8

P8如∫琵65ゴ¢ρoπ‘α‘5
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17． ハンノキ群落

AZクzz‘∫ブ碕ρ02z記α一Gesellschaft
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Phot．131　Bestand　der　AZ刀z‘5ノ‘ψo／zfcα一

　　　Gesellschaft．

Fig．74　分布図　Verbreitungskarte．
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1．　群落の稲観

　湿地に生育する落葉広葉樹による高木林。林床に貧養地生の特殊な植物群がみられる。

2．区　分　種

　ハンノキ，イボタノキ，コムラサキ，オニスゲ，ウメモドキ。

3．群落断面模式図一Fig。75。4層群落。

4．主な代償植生

　ウリカワーコナギ群集（選），チゴザサーアゼスゲ群集（皿）。ミゾソバーアシボソ群落（皿）。

5．立地条件
　谷戸状の湿地，河川の後背湿地など。

6．群落域の適性植栽種

　潜在i自然植生

　　B　ハン’ノキ。

　　S　イボタノキ，ウメモドキ，コムラサキ。

　　K　オニスゲ，コバギボウシ。

　代償植生

　　B　ヤシャブシ，クヌギ。

　　S　メギ。

　　K　アゼスゲ，　トダシノ㌔

7．　自然植生から判定される土地利用

　農耕地（水田）。

　屋外リクリエーション地域。

8．総合立地評価

　地下水が高く，弱い植生域であるため，水源瀕養林，洪水防止林としてできるだけ自然状態で

保護，復元が望まれる。神奈川県下に現存植生は殆んど見られない。

F玉g．75　ハンノキ群落断面模式

　　Vegetati◎nsprofil　der．4伽麗5ゴα戸α～歪。α一Gesellschaft．

　1．　コナラ　　　　　Qz‘θ’℃μ∫5θrプ鷹α　　　　　　　8．　シロバナサクラタデ　．Po砂8侃吻zノαρo冠。襯z

2．　ヨシ　　　　　P加α9η虚05‘oη〃1みμ7廓　　　　9。オニスゲ　　　　　Cαプ釧読σ々fπ頭

3．ヘラオモダカ　茄5〃～αo副罐α廊‘ε酬　　　　1α　ヤマコウバシ　　　肋z46薦9伽醐

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ll。　サヤヌカグサ　　　　L6θプ5如5αツ伽鍛α　4，　エナシヒゴクサ　Cαプ副αρんαノzo館ρf5

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　12．　アキノウナギツカミ　Po砂go2～％恥5‘8∂o♂4琵
　5．　イボタノキ　　　ムfg口引〃η06朗5⑳♂∫z〃π
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　13．　スゲ属の一種　　　　Cαプθ∬SP．
　6．　ハンノキ　　　　・4Z2π躍ゴαρ07zfoα
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　14．　ノハナショウブ　　　17’f56π5認αvar．
　7．　ウメモドキ　　　〃副36ηπ如　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　5ρo雇α紹¢
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18． クヌギーハンノキ群落

Qμ67一α‘5αo漉ゴ∫5ガ規α一A伽膨5ブ砂。πガ6α一Gesellschaft

Phot．132　Bestan（至der　Qπ8ノ・oz‘5αα‘毎∬∫2παη4Zノ～z‘5ノαρo刀fcα一GeseUschaft．

Fig．76　分布図　Verbreitungskarte．
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雀．　群落の相観

　河辺の沖積低地に発達する落葉高木林，林床は多数の草本植物でおおわれる。県内での残存林

はほとんど見られない。

2．区　分　種

　クヌギ，ハンノキ，ムクノキ，ミズタマソウ。

3．　群落断面模式図一Fig．77。4層群落。

4．　主な代償植生

　オギ群集ヤブガラシ亜群集（班）。セリークサヨシ群集（癒）。カラスビシャクーニシキソウ群集

（ω。

5．立地条件
　肥沃な適潤地。地下水位は30cm以上。排水やや不良。

6．群落域の適性植栽種

　潜在自然植生構成種

　　B　ハンノキ，エノキ，ムクノキ。

　　S　ゴマギ，イボタノキ・Q

　　K　ヤガミスゲ，セリ，ミズタマソウ，エナシヒゴクサ。

　代償植生構成種

　　B　クヌギ。

　　S　クコ，　ノイノミラ，エビヅル。

　　K　オギ，クサヨシ，キツネガヤ。

7．　自然植生から判定される土地利用

　農耕地（畑地）。林地（クヌギ，ハンノキ）。

　リクリエーシ。ン地域（自然公園）。

8．　総合立地評価

　大河川による沖積地に発達するため，河川治水作用は不可欠。自然保護区域として確保される

べきである。

Flg．77　クヌギーハソノキ群落断面模式

　　Vegetat玉onsprofil　der　Q麗θノ・α‘∫αα‘‘f∬∫隅α一・4♂π配∫ノ妙。ηfoα一Gesellschaft

1．

2．

3．

4．

5．

6．

7．

8．

ハソノキ

クヌギ

ゴマギ

イボタノキ

ノイバラ

エノキ

ノカンゾウ

コチヂミザサ

9．　ミソソバ

重0．　カナムグラ

／1Zηz‘5ゴ＠oπfoα

Q」卿・α！5μα〃ゴ55かノ’σ

V必κηπ4ηZ5‘θ∂oZ4‘‘

ゐ卿‘5ケz‘ηzブ＠oπ‘6ε〃π

ノ～ωα”z～4∫耀。耀

ω孟f55珈θπ5ゼ5　vaLノαρ・ηfcα

HθηZθro6詔f∫ZO7zg髭π∂α

0汐傭〃z6πz‘5z〃盈‘♂¢疹b〃π5

　　　　　　var．ノζZカ07Zκα

1）oZlygoノ～ε‘2ノβ〃躍2～うβノ噛gff

π‘〃7z～‘♂z‘5ブ⑳oπ∫oz‘5

11．

12．

i3．

14。

15．

16．

17．

18．

19．

20．

21．

エゴノキ

チョウジソウ

コヤブラン

ヤガミスゲ

セリ

クサヨシ

スイカズラ

アマチャヅル

ツユクサ

カラスウリ

ノブドウ

5‘ツグ醐ブ＠oπ∫cα

・肋150刀勉β〃∫1砺αz

ゐ溺oρ85μ6α彦α

cα7・8⑳刀zσ記。々擁

08〃42～魏8ノ卿〃～あσ

Pんαzαプ‘5αノーz‘π協7～α08α

ゐ。π‘cεプ召ブ妙。／z肱

σツπ05’6〃〃2z¢ρ¢π’＠加〃ぎ〃〃

COη〃728諭2αCOノπη露Z〃Z‘5

Tア・fcん05απ地85ακμη呂8，・of485

盆刀ψθJoが∫5うプ8ηψθ躍z‘π伽伽α
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19． ヤマハンノキ群落

ノ1Z雛5痂プ5漉α一Gesellschaft

Phot。133　Bestand　der．4Z7zz‘5ゐ‘プ5z‘’α一Gesellschaft
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Fig．78分布図　Verbreitungskarte．
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1．　群落の網観

　山地の崩壊斜面や河畔に先駆的に生じ，定期的な冠水崩壊などのほぼおなじ立地条件がつづく

かぎり持続する落葉高木林。

2．区　分　種

　ヤマハンノキ。

3．群落断面模式図一Fig．79。4層群落。

4。　主な代償植生

　アプラシバ群落（豆），カワラバハコーヨモギ群団（H）。

5．立地条件
　火山灰土や，崩壊性の岩石におおわれる急傾斜地，河辺のはんらん原，小・中礫よりなり乾湿

の差がはげしい。数年から十数年おき，あるいは，それ以上の頻度で稀に洪水による冠水を受け

る。

6．群落域の適性植栽種

　潜在自生植生構成種

　　B　ヤマハンノキ，コゴメヤナギ。

　　S　ヤマブキ。

　　K　ウド，トボシガラ，テンニソソウ，ナンテンハギ。

　代償植生構成種

　　S　ニシキウツギ，　ドクウツギ，アキグミ。

　　K　ススキ，イタドリ，オオヨモギ，アプラシバ。

7．　自然植生から判定される土地利爾

　林地（ヤマハンノキ，ヤシャブシ）。

　量外リクリエーシ。ン地域（自然公園）。

8．総合立地評価

　残存林分は崩壊地の保全（土砂流出防止）に重要な役割を果す。構成種は崩壊地や裸地の緑化に

導入される。

Fig．79　ヤマハンノキ群落

　　．4Zπ～451z‘ノ・5漉α一Gesellschaft

　i．　ヤマハンノキ　A伽～45房プ5z‘薦s．1．　　　　　　7．　モミジイチゴ　Rz‘6μ5ρα伽zα顔5　var．

2．。シキウ・肺門fg。♂。4。。。。。　　　　　　　　　　　60ρloρ励‘5
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　8．　ススキ　　　　　　ハ盃504η躍π55痂θη語5
　3．　コゴメウツギ＆8ρ肱2zαπ爵η功‘∫5α
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　9．　ヒメノガリヤス　C属α解αgノ’05彦甜加々0刀6π5∫5

4・ヤマブキ　Kθ・廊二一σ　　　10．フキ　　P。’。伽、抑。漁、
　5．フ　ジ　　　W観θ磁伽ノ漁観廊　　　　　11．ナンテンハギ　　砺廊微功響

　6．　ウツギ　　　　D8漉z∫α50αゐrα　　　　　　　　12．　ヤブマオ　　　　Boθ加zθ1璽‘αZoπg∫5メ〕∫cα
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20．　ヤシャブシ群落

A勉z‘5声初zα一Gesellschaft

Phot．134　Bestand　der　A♂2z麗5／i7・”zα一Gesellschaft．
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1．群落の相観

　山地，河川のはんらん原の礫地や，たえず崩壊している山地斜面に発達する落葉低木群落。

2．群落区外種

　ヤシャブシ，ニシキウツギ，ヒメノガリヤス，ヤマカモジグサ。

3．群落断面模式図一Fig．81。4層群落。

4．主な代償植生

　ヒメノガリヤス～ススキ群落（皿），カワラバハコーヨモギ群団（H），ススキ群落（皿）。

5．立地条件
　海抜400～600mの山地の急傾斜地，河原の不安定地。

6．群落域の適性植栽種

　自然植生構成種

　　B　ヤシャブシ，アカシデ，コハウチワカエデ，クマシデ。

　　Sウド，ノリウツギ。

　　Kヒメノガリヤス，ヒメスゲ。

　代償植生構成種

　　S　モミジイチゴ，ウド。

　　K　ススキ，カワラバハコ，ヨモギ，メドハギ。

7．　自然植生から判定される土地利用

　林地（ヤマハンノキ，ヤシャブシ）。

　屋外リクリエーシ。ソ地域（自然公園）。

8．総合立地評価

　崩壊防1．L作用および河川の治水作用を持つ植生として残存林分を保護し，裸地は積極的に復元

を行なう。

　人工物の設置はさける。

F1g．81　ヤシャブシ群落

　　AZ2zπ5フ％ブかzα一Gesellschaft，

　1．　ヤシャブシ　　　A伽z‘5声2労zα　　　　　　　　6．　ニシキウツギ　　既fg8彪4θooプα

　2．　バッコヤナギ　　Sαあの6α勲0　　　　　　　　　7．　ススキ　　　　　ム鷹5cαη魏鰐5勿8π5‘5

　3．　ヨグソミネバリ　β6劾Z¢8γo∬σ　　　　　　　8．　ヒメノガリヤス　（h勘耀¢8γo∫’甜ゐβ々。刀8π∫ゴ3

　4．　パイカツツジ　　Rゐ0404θ2z4プ02～　　　　　　　9．　イタドリ　　　・PoZ：ygo22π規偲5メ》‘4α砲規

　　　　　　　　　　　　　58痂飽治破〃π　　　10．　フ　キ　　　　　．Pθ孟α5琵85ブαρo漉α‘∫

　5．　クマシデ　　　　C碑ψ勿π5ブ＠07z∫oα　　　　　11．　ヒメスゲ　　　　Cαプ鶴α砂απ4rα
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21．ヤナギ林（イヌコリヤナギ群集他）

　　　　8α伽一Geb廿sche．u．Walder．（Salicetum integrae　u．a．）．
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1．i群落の相観

　低木性のヤナギ（イヌコリヤナギ，ネコヤナギなど）や高木性のヤナギ（アカメヤナギ，タチ

ヤナギ，オノエヤナギなど）によって構成される落葉樹林。

2．　標徴種および区分種

　ネコヤナギ，タチヤナギ，イヌコリヤナギ，オノエヤナギ，シバヤナギ，コゴメヤナギ，アカ

メヤナギ，ジャヤナギ。

3．群落断面模式図一Fig．83。2～3層群落。

4．主な代償植生

　オギ群集（皿），カモジグサーギシギシ群団（H），ツルヨシ群集（皿），セリ～クサヨシ群集（皿），

タウコギクラス（H）。

5．立地条件
　冠水が比較的少ない沖積地。上～中流部では洪水による礫地（低木林）。下流域の砂泥堆積地

（高木林）。

6．群落域の適性植栽種

　潜在懲然植生構成種

　　B転カワヤナギ，コゴメヤナギ，オノエヤナギ。

　　S　ネコヤナギ，タチヤナギ。

　　K　コモチマンネングサ，クサヨ〕ン，ヤガミスゲ，カキドオシ。

　代償植生構成種

　　S　ノイバラ。

　　K　ハイコヌカグサ，クサヨシ，セリ，ウシノシッペイ。

7．　自然植生から判定される土地利用

　農地（畑地）。

　屋：外リクリエーション地域。

8．総合立地評価

　洪水や増水のさいの堤防保全，環境保全林として重要。また水質浄化機能を持つ植生として残

存植分は厳正に保護が必要。

Fig．83　イヌコリヤナギ群集植生断面模式

　　Vegetationsprofildes　Sa王icetum　integrae
　l，　カワラドクサ　　Eg麗58魏η3プα規05i55勿露z〃3　4。　スギナ　　　E卿言58珈η3α7用η67～58　var。60r8認8

　　　　　　　　　var．ブ砂・ノzfα侃　　　　 5．タチヤナギ　5αZ蜘5z‘げ〉π9耀5

2．　イヌコリヤナギ54Z鋤‘π彰g薦　　　　　　6，　ヘクソカズラ　P紹48短α50α7～487z5　var．7πα”画

3．　クサヨシ　　　　Pゐ認α擁5σ耀π4勿α06α　　　7．　ヨモギ　　　　ノ1プ彰纏5毎が珈ご8ρ5
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22． チガヤーハマゴウ群集

Imperato　cylin dricae－Vitecetum　rotu総difoliae

Phot．136
　　　　　　　　　　　　　　聖
Bestand　des　Imperato cylindricae－Vitecetum　rotundifoliae。
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1．群落の相観

　海岸砂丘に生じ多年生草本植物を伴うほふく性の風衝低木群落。根茎は特に発達する。

2．　標徴種および区分種

　チガヤ，ハマゴウ，テリハノイバラ。

3．群落断面模式図一Fig．85。2層群落。

4．　主な代償植生

　クロマツ植林（IV）。メヒシバ群落（1）。ヒメムカシヨモギーオオアレチノギク群落（H）。

5．立地条件
　砂丘草原後背地，砂の移動が弱まり，腐植がわずかに堆積する。

6．　群落域の適性植栽種

　潜在自然植生構成種

　　S　ハマゴウ，テリハノイバラ。

　　Kチガヤ，ケカモノハシ。

　代償植生構成種

　　Kゾヒメムカシヨモギ，オオアレチノギク，メヒシバ。

7．　自然植生から判定される土地利用　　　　一

　リクリエーション地域。

8．　総合立地評価

　砂防林，防風林の立地形成のために欠くことのできない植生帯。クロマツなどの防風林のマン

ト群落の機能を果たす．

Fig．85　チガヤーハマゴウ群集断面模式

　　Vegetationsprofildes　Imperato　cy11ndricae－Vitecetum
　　rotundifoliae．
　1．　ハマゴウ　　　y∫’鵡プ砿κ2～4ザbZfα　　　　　4．　ヘクソカズラ　　Pα848プ如50α7～ゴ87～5　var．

2．　チガヤ　　　　　乃πρ8r認αoツ伽6プ∫6α　　　　　　　　　　　　　　　2～麟プ6f

　　　　　　　　　var．肋θア～fgだ　　　　　　　　5。　ハチジョウススキ　M露‘α7z‘加♂5‘o／z4θノz5σ∫z45

3．　テリハノイバラ　Ro5α測∫cゐ麗ブ諺απσ
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23．　ハマグルマー：コウボウムギ群集他

　　　Wedelio－Caricetum kobornugi　u．a．
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1．群落の相観

　多年生草本植物で構成される風衝草原，ときに荒原状を示す。

2，標徴種および区分種

　コウボウムギ，ケカモノハシ，ハマヒルガオ，オニシバ，ハマニガナ，ビロウドテソツキ，ハ

マグルマ。

3．群落断面模式図一Fig．87，88。単層群落。

4．　主な代償植生

　ギ。ウギシバ群落（正）。メヒシバ群落（H）。ハマニンニク群落（皿）。クロマツ植林（N）。

5．立地条件
　海岸砂丘で，常に塩分を含む強風を受け，砂の移動が激しいところ。直射光もきびしい。

6．　群落域の適性植栽種

　潜在自然植生構成種

　　Kコウボウムギ，ケカモノハシ，オニシバ，ハマグルマ，ハマヒルガオ，ハマニガナ，ビ

　　　ロウドテソツキ。

　代償植生構成種

　　K　コウボウシバ，ハーマスゲ，ギョウギシバ。

7．　自然植生から判定される土地利用

　リクリエーシ。ソ地域として従来から利用されているが，過度の踏圧などの人為的干渉には耐

え，られない。

8．　総合立地評価

　飛砂防止植生帯として保護されることが望ましい。既に裸地化して砂の移動の激しい断には積

極的に復元し，安定した砂丘植生帯の形成を促進させたい。

避9．87海襟砂丘四物群落出門模式

　　Schematlsche　Darstellung　der　Meeresd登ne亘一Rasen

　a．ハマグルマーコウボウムギ群集Wedelio－Caricetum　kobomugi
b．ハマグルマーケカモノ・・シ群集Wedelio一王schaemetum　anthephoroides

　c。ハマグルマーオニシバ群集　　Wedeho－Zoysietum　macrostachyae

Fig．88　ハマグルマーコウボウムギ群集断圏模式

　　Vegetationsprofildes　WedeliいCaricetum　kobomugi
1。　ハマグルマ　　　W「84θあαρプ。∬プ曜α

2．　コウボウムギ　　Cα1・認加60〃耀紹

3，　ハマヒルガオ　　Cα妙5館g観50昭α2z6ZZα

4．　ハマボウフウ　　αoゐηfαZ琵’oノーαあ5
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24。　ウラギククラス他

　　　　Asteretea tripolii　u．a．

Phot．138　Bestandder　Asteretea　tripolii．
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1．　群落の相観

　1～2年生草本植物がまぼらに生育する草原。

2．標徴種および区分種

　ホソバノハマアカザ，シオクグ，　ウラギク，ナガミノオニシバ，ハママツナ，ナガボテンツ

キ。

3．群落断面模式圏一K9。90。単層群落。

4．　：主な代償植生　　∫

　ウラジロアカザ群落（簸〉。

5．立地条件
　海水または半かん水が侵入してくる潮間帯の砂泥地で塩鮎湿地と呼ばれるところ。波浪や流水

による立地撹乱が比較的少ないところ。

6．　群落域の適性植栽種

　潜在自然植生構成種

　　K：ホソバノハマアカザ，シオクグ，ハママツナ，ナガボテンツキ。

　代償植生構成種

　　K　ウラジロアカザ。

7．　自然植生から判定される土地利用

　なし。現状保全がもっとも好ましい。

8．総合立地評価

　海岸線保全及び河川の水質浄化機能として重要。河口や干潟の野生動植物の保護地域として保

護されたい。水質汚濁の原因となる廃棄物の排出は避ける。

Fig．　go　塩沼地植物群落配分摸式

　　Schematische　Darstellung　der　Salzwiesen－Gesellschaften．

　　a．シオクグ群集　Caricetu鵜　scabdfoliae
　　c．ホソバノハマアカザーウラギク群落　ノ4君プfρZ6のg〃z6Z‘ノzff一、45妙¶〃・ψo♂fzぐ2／z－Gesellschaft

　　e．アイアシ群集　Phaceluruetum　lat童foliae
l．　シオクグ　　　　　Cαプ躍5cα6ノガbZ如　　　　6．　ホコガタアカザ　　．4溺μ副加謡α如

3．　ウラギク　　　　　A5君ε撹吻。伽祝　　　　　7．アイァシ　　　　P肱。8如・z‘∫侮サ協zる∫

5．ホソバノハマアカザ廊擁が躍9〃z8あノ漉
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25．　イソギクーハチジョウススキ群集

　　　Chrysanthemo－Miscanthetum condeasati

Phot－39　Bestanddes　Chrysanthemo－Miscanthetum　condensati．
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1．群落の相観

　多年生草本植物が密生する風衝草原。ハチジ。ウススキが優占する。

2．　標徴種および区分種

　イソギク，ハチジョウススキ，ヒゲスゲ，ボタンボウフウ，スカシユリ，クサスギカズラ，ハ

マカンゾウ。

3、群落断面模式図一F19。92。単層群落。

4．　主な代償植生

　シバ群団（沮）。ギョウギシバ群落（E）など。

5．立地条件
　海岸断崖の上縁，崖中のテラス状地，崖すい上などの直射EI光の強い風衝地。

6．群落域の適性植栽種

　潜在自然植生構成種

　　Kハチジョウススキ，イソギ久ヒゲスゲ，ボタンボウフウ，スカシユリ，ハマカンゾ

　　　ウ。

　代償植生構成種

　　K　ハマエノコロ，ヤマカモジグサ。

7．　自然植生から判定される土地利用

　リクリエーション地域。

8．総合立地評価

　海岸断崖地保全のため，開発を避けて厳正な保護が必要である。

F圭g．92　イソギクーハチジョウススキ群集断面模式

　　Vegetatio鷺sprofildes　Chrysanthemo－Misca捻thetum　coRdensati
1．ハマボッス　　　ムツ5伽硯雇α卿磁r朗α2zα　　　4．　ボタンボウフウ　　．P6曜θ4伽観zゴ⑫oπfoπ2π

2．　ハチジョウススキM歪50απ読π560フ～4θ’～5α孟z45　　　5．　ツワブキ　　　　　翫ノ吻g勉規ノ＠o漉oz‘規

3．　イソギク　　　　C加ツ5α2z魏6槻侃ραo雛’α‘zπ
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26．　セリークサヨシ群集，ツルヨシ群集

　　　Oenantho－Phalaridetum　arundinaceae，
　　　Phragmitetum　japonicae

Phot．i40BestanddesOenantho－Phalaridetum　arundinaceae．
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1．群落の相観

　河辺冠水草原でセリークサヨシ群集はクサヨシが優占し，ツルヨシ群集はツルヨシが優占す

る。

2．標徴種および区分種

　セリ，クサヨシ，ツルヨシ。

3．群落断面模式図一Fig．94。単層群落。

4．　主な代償植生

　カモジグサーギシギシ群団（H＞，ミゾソバ群集（理）（以上セリークサヨシ群集陣）。

　ヤナギタデ群落（皿〉（以上ツルヨシ群集域）。

5．立地条件
　河辺の流れにそう不安定地。粘質土を含む細砂～粗砂。中程度の増水で冠水し，上流より栄養

塩類が供給される。

6．　群落域の適性植栽種

　潜在自然植生構成種

　　セリ，クサヨシ，ウシノシッベイ，ツルヨシ。

　代償植生構成種

　　ギシギシ，ノチドメ，オヘビイチゴ，ヘビイチゴ。

7．　自然植生から判定される土地利用

　リクリエーション地域

8．総合立地評価

　水流調節・水質浄化機能を果たす植生であるため，保全，復発を必要とする。淡水生物の保護

のためにも必要。

F圭9。94　クサヨシ群集断面模式図

　　Vegetationsprofildes　Oenantho－Phalaridetum　 arudinaceae．
　1．　クサヨシPゐ認αプ飴αノwz4加α6βα　　　　　　3．　カナムグラ　Hz‘槻‘伽5ブ⑫o刀此z‘5

　2．　スギナ　　βgz‘‘5θ診z〃ノzαノ・ηβπ58　var，∂oプ6α♂6　　　4．　セリ　　　　087～αノ～疏8ゴαη¢2z50α
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27．　オギーヨシ群団

　　　Miscantho－Phragmition
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1．群落の相観

　河川の下流部に発達する高茎の草本植物群落。

2．　標徴種および区分種

　オギ，ノウルシ。

3．群落断面模式図一Fig．96。単層群落。

4．主な代償植生

　カラスビシャクーニシキソウ群集（H），ウリカワーコナギ群集（H），ギ。ウギシバ群落（放牧

による）（H）。カモジグサーギシギシ群団（H）。

5．立地条件
　下流部の沖積地で微砂を主とする肥沃地。

6．酵落域の適性植栽種

　潜在自然植生構成種

　　オギ，ヨシ，ノウルシ，スギナ。

　代償植生構成種

　　ギシギシ，ギョウギシバ，ノチドメ，ヘビイチゴ，ウシハコベ。

7．　良然植生から判定される土地利用

　農地（畑，水田）。放牧地。

　リクリエーション地域。

8．総合立地評価

　河辺の環境保全（水質浄化，水生植物の保護）に必要。立地保全上，地下水の過剰揚水は避け

る。

Fig．96　オギ群集断面模式

　　Vegetationsprofildes　Miscanthetum　sacchariHori・
1．　オギ　　　　雌50σ漉伽5認0魏αrザZO剛5　　　　4．　ヨモギ　　　　　　A吻ηz師¢ρノ伽C8ρ5

2，　ギシギシ　　Rz〃π8謬ブ＠07z‘cπ5　　　　　　　　　5．　ヒメムカシヨモギ　E擁g8プ。πcα2zα4θπ5‘5

3．　スギナ　　　左gz‘‘5θ∫τ〃73αプτθ2～56　var．δoプ8認0　　6．　セリ　　　　　　　0θηα2z躍8ノ¢ηα7～∫oα
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28．　ウキヤガラーマコモ群集

　　　　Scirpo　fluviatilis一 Zizanietum　latifoiiae

Phot．142　Bestanddes　Scirpo　fluviatilis＿Zizanietum　　Iatifoliae．

　　　　　　／、．辱一、
　　　　　　l　k．ノ・、
　　　　　　ユ　　　　　リ　　　　　　ざ　　　　　　　　

」～_づ騒騒・…一㍉

／影・額
‘一一 u　上／．G

　　ド足〆、＼．
ンP．ゴ．．．

　～
　ち　　足
　芦ノ湖柄
　　’．》下

　　－1郡．．

騰
鷺

・9鯉嵐市

　又．　　　　　　柑
　　、瀬匂川　　　　模
　　　　　　　　川i　　’小田原布

　　（．．、’・、．く

．、　　　　　　　　　　　馳

　ピ　　　　コしノ

莫原市y

・・織ノ　刈
’　大　　　　　．

翫獅
茅ケ崎市屡沢市

調

　　．騨

響

欝

多1．製

　耀ン

　市　．

見
liI

　　　　　ノ
ノ理訴横癩ボ

　三浦郡

L＿…＿＿……

Fig．97　分布図　Verbreitungskarte，

　2
騒騒…塗

声

／

〆

．／

、「縫る．・

し．．己と．，’

r、ぎ砦＝

転ボ；r63

1

翌．

r

3

難難鑛鑛

4

ρ＝’・㌧・ぞr四声灘i難



　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　339

1．群落の相観

　ウキヤガラ，マコモ，ガマなどの多年生抽水植物の密生する草原。

2．標徴種および区分種

　マコモ，ヨシ，ウキヤガラ。

3．群落断面模式図一Fig．98。単層群落。

4．　：主な代償植生

　ウリカワーコナギ群集伍）。ヨシ群落（皿）。

5．立地条件
　河川下流部などでゆるやかに流れる水辺や後背地の湖沼周辺。水深30～80cm。

6．　群落域の適性植栽種

　潜在自然植生構成種

　　K　マコモ，ヨシ，ウキヤガラ，カソガレイ，ドクゼリ，ヒメガマ。

　代償植生構成種

　　K　チゴザサ，サヤヌカグサ。

7．　自然植生から判定される土地利用

　農耕地（水田）

8．総合立地評価

　遊水貯水作用。低位帯水層への地下水醐養。地下水の過剰揚水，重量構造物の設置はさける。

排水防止施設のない市街地形成はやめる。

Fig．98　ウキヤガラーマコモ群集断面模式

　　Vegetationsprofildes　Scirpo　fluviatilis－Zizanietum　latifQIiae
　！．ホシクサ属の一種E吻。αz‘♂07zsp．　　　　　　3．　ウキヤガラ　　36∫プμ65ッαgαプα

　2．　ヨシ　　　　　　　P加σ9刀愈召5ω2ノ〃～37〃廊　　　　4．　カソガレイ　　　30‘プμ‘5’廊πg雇α’鋸
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29。　ウキクサクラス及びヒルムシロクラス

　　　　LemneteaU．POtamOgetOnetea

Phot．143　Bestandder　Potamogetonetea．
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1．群落の相観

　開放水域の水面に浮遊する単層の植物群落（ウキクサクラス）。池沼に浮水，沈水植物が生育

する植物群落（ヒルムシロクラス）。

2．標徴種および区分種

　ウキクサ，アオウキクサ，ヒルムシロ，ガガブタ，セキシコウモ。

3．　群落断面模式図一Fig．！00。単層群落。

4．　主な代償植生

　　　な　し

5．立地条件
　ため池，あるいは人工的な池など水流がなく，水が停滞しているところ。中養ないし富養水。

6．　群落域の適性植栽種

　潜在自然植生構成種

　　ガガブタ，ヒシ，アサザ，ヒツジグサ，ジュンサイ，ヒルムシロ。

7．　自然植生から判定される土地利用

　屋外リクリエーシ召ン地域。

8．総合立地評価

　水質を汚濁する廃棄物の排出は避ける。水質浄化作用および帯水層への地下水濾養作用があ

る。勤植物の保護などに役立つ。

Fig．100　ガガブターヒシ群落断面模式

　　亙y”zρ乃。∫4θ5∫7～漉。α一丁74ραゴαρ07z乞。α一Gesellschaft

Lヒシ　7テαραブαρo毎侃　　　　4．イバラモ
2．　ガガブタ　　理yη3ρん。渥θ5f7～4た¢　　　　　　　5．　クロモ

3．　コウガイモ　Vα膨5π87・知48η5658rブτ4伽如

八吻’α522zβ吻～α

理y4プ沼α78所。〃α畝
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30．　四病モミジガサーブナ群集，イトスゲ亜群集

　　　Miricacalio－Fagetum　crenatae，
　　　Carex　fernaldiana

Subass．　von

Phot，144　Bestanddes　Miricacaho－Fagetum
　　von　Carex　fernaldiana．

crenatae，　Subass．
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Fig，101分布図　Verbreitungskarte．
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董．　群落の相観

　高木層にブナが優占し，草本層が広葉草本植物でおおわれる夏緑広葉樹林。

2．標徴種および区分種

　コウモリソウ，ヤマトリカブト，オオバショウマ，ツルシロカネソウ，マルバダケブキ，オク

モミジバグマ，イヌヤマハッカ，ユキザサ，ヤマタイミンガサ。

亜群集区分種

　ノダケ，ヘビノネゴザ，テンニンソウ，オシダ，オオモミジガサ，クワガタソウ。

3．　群落断面模式図一Fig．102。4層群落。

4．　生な代償植生

　キバナノカワラマツバーススキ群落（摂）。

5．立地条件
　海抜1300m以上の山地帯で表日本型気候域に属し，夏季の雲霧により林内は，空中湿度も高

く，湿潤になる。風衝作用の強い山頂または山陵附近。

6．　群落域の適性植栽種
　　璽～
　潜在自然植生構成種

　　B　ブナ，オオイタヤメイゲツ，シナノキ，アオダモ。

　　S　シロヤシオ，トウゴクミツバツツジ，ツルアジサイ。

　　K　オオモミジガサ，タテヤマギク，テソニソソウ，トゲキクアザミ，コウモリソウ，ヤマ

　　　トリカブト。

　代償植生構成種

　　B　ミズナラ，ナナカマド。

　　S　マユミ，カマツカ。

　　K：ヘビノネゴザ。

7．　自然植生から判定される土地利用

　林地（カラマツ）Q野外リクリエーション地域。

8．総合的立地評価

　自然立地を保護するか又は樹林の皆伐や大規模な土地造成を避ける。山地の自然環境の保全と

土壌侵蝕防止作用，保水作用などの諸機能を高める。

Fig．102　オオモミジガサーブナ群集，イトスゲ亜群集断函模式

　　Vegetationsprofildes　MiricacaliいFagetum　crenatae
　l。　フナ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 8．　バイケイソウ

2．　オオイタヤメイゲツ　　　　　　　　　　　　　　　9．　マルバダケブキ
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31．　二二モミジガサーブナ群集，ウラジロモミ亜群集

　　　Miricacalio－Fagetum　crenatae，
　　　Abies　homolepis

Subass．　vo簸

Phot．145　Bestanddes　Miricaca－
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1．群落の相観

　オオモミジガサーブナ群集，イトスゲ亜群集に類似しているが，高木層に針葉樹のウラジロモ

ミを伴う。

2．　標一種および区分種

　イトスゲ亜群集と同じ。

　亜群集区分種

　ウラジロモミQ

3，群落断面模式図一Fig．！04。4層群落。

4．　主な代償植生

　キバナノカワラマツバーススキ群落（斑〉。

5．立地条件
　イトスゲ亜群集と類似し，冬季季節風の影響の強い陵線に近い平坦地，やや乾性。

6．　群落域の適性植栽種

　潜在自然植生構成種

　　B　ブナ，ウラジロモミ，アオダモ，オオイタヤメイゲツ。

　　S　　トウゴクミツバツツジ。

　　K　オオモミジガサ，オクノカソスゲ，タテヤマギク，ヤマトリカブト，コウモリソウ。

　代償植生構成種

　　B　ミズナラ。

　　S　シロヤシオ。

　　K　ヒメノガリヤス，ヤマシ質ギク。

7．　自然植生から判定される土地利用

　林地（ヒノキ，ウラジロモミ，カラマツ）。

8．　総合的立地評価

　山地の自然環境の保全のため，現在残る植分では，大規模な樹林皆伐は避ける。

Fig．104　オオモミジガサーブナ群集，ウラジロモミ亜群集断面模式

　　Vegetationspro圭ildes　Miricacaho－Fagetu鶏
　　vQn　Abies　homolepis
1．

2．

3．

4．
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32．　ヤマボウシーブナ群集

　　　Corno－Fagetum crenatae

Phot．146　Besta亘ddes　Corno－Fagetum crenatae。

Fig，　iO5分布図　Verbreitungskarte．
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1．　群落の相観

　ブナ，ミズナラなどが優呈する夏緑広葉樹林。木本層の植被率は低く，面内が明かるいため，

草本層にしばしぼ，ササ類が密生する。

2．標徴種および区分種

　アセビ，ヤマボウシ，ツタウルシ，コミネカエデ，イヌシデ，ヒメシャラ，ウリハダカエデ，

ミズナラ，コアジサイ。

3．群落断面模式図一Fig．106。4層群落。

4．主な代償植生

　タリーミズナラ群落（IV），ヤマトラノオーススキ群落（皿），クマイチゴ群落（伐採あと地群落）

樋）。

5．立地条件
　オオモミジガサーブナ群集より低海抜（800～1300m）。急傾斜地で土壌の流失しやすい貧養

地。

6．　群落域の適性植栽種

　潜在自然植生構成種

　　B　ブナ，ミズナラ，ヒメシャラ，ヤマボウシ。

　　S　アセビ，コミネカエデ，ウリハダカエデ。

　　K　コアジサイ，ツクバネソウ，ヒメノガリヤス。

　代償植生構成種

　　B　クリ，ミズナラ。

　　S　アプラチャン，クロモジ，ハコネダケ。

　　K　ススキ，　リュウノウギク，サルトリイノくう。

7．　自然植生から判定される土地利用

　林地（ヒノキ，スギ，ただし夏緑広葉樹と混生させる）。

8．総合的立地評価

　ブナクラス域の中心的な位置をしめ，林地としても広く利用される。立地は表日本型気候下の

中生立地では，もっとも強い景観域でもある。しかし，現在自然植生は少なく，自然保護地域と

して保護がのぞまれる。

Fig．106　ヤマボウシーブナ轡酒断薗模式
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33． ニシキウツギーヤマボウシ群落

W6恕4α46co7一α一Co7・2zz4∫ん。彫5α一Gesellschaft

Phot．147　Bestand　der　W6‘g8Zα48ωノ・α一Cb〃z㍑∫んα‘5ψGesellschaft．
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肇．群落の相観

　落葉広葉樹の風衝低木林。ブナ林の生育できない風衝地で土地的極相として生育。

2．区　分種
　リョウブ，ツクバネウツギ，トウゴクミツバツツジ，アセビ，ニシキウツギ，サラサドウダ

ン，ヤマボウシ。

3．群落断面模式図一Fig．108。2層群落。

4．主な代償植生

　ヤマトラノオーススキ群落（皿）。ハコネダケ群落G［n：）。

5．立地条件
　土壌堆積の浅い乾燥急峻な斜面，表日本型気候域。

6．　群落域の適性植栽種

　潜在自然植生構成種

　　S　ツクバネウツギ，リョウブ，トウゴクミツバツツジ，ミヤマイボタ，ミヤマガマズミ，

　　　サラサドウダン。

　　Kl　ヒメノガリヤス，ハコネギク，オオイトスケ㌔

　代償植生構成種

　　S　ハコネダケ，イヌツゲ，ニシキウツギ，イボタ，ノイバラ。

　　K　ススキ，リュウノウギク，サルトリイバラ。

7．　自然植生から判定される土地利用

　風官地であるため軽い薪炭林的な経営。リクリエーション地域。

8．総合立地評価

　土壌侵食防止，保水作用を維持させるために尾根筋などの風衝地では伐採は禁止されるべきで

ある。

Fig．108　ニシキウツギーヤマボウシ群落断面模式

　　Vegetationsprofil　der　翫‘98勧48coノマz－Co〃zz‘5々。π5α一Gesellschaft

　1．　アセビ　　　　　P詑擁5ブαρoπ∫cα　　　　　　　8．　シバヤナギ　　　5認謡ゴαρoπ比α

2．　リョウブ　　　　αo魏プαゐαr∂肋6プ騙5　　　　　9．　スズタケ　　　　3σ5α卿。プρ加ρκプρ曜α50θノz5

3．　ニシキウツギ　　W冨gθ彪48coノ’α　　　　　　10．　コイワザクラ　　Pゆ泌㍍紹fπ1f

4．　ヤマボウシ　　　Coゾフ～z‘5んoz‘5α　　　　　　　　11．　ミヤマカンスゲ　Cαr8即40♂∫6ho5如。ゐ」ノαvar．

5．　トウゴクミツバツツジ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　9伽ゐθゾ痒盟α

　　　　　　　　　R加40ゴ82～4プ。アzτσα4αアzε〃π　　　12．　ツルキンバイ　　Po診θノzあ♂Zαツ。々駕5¢fαノzα

6．サラサドウダンEア～恵απ疏麗。σノπρα7z招α顔5　　13．ハコネギク　　．A5彦βザ拐56f4昭鰐

7．　ツクバネウツギ　・4∂8♂忽5ρα疏雇認α　　　　　14．　ホウチャクソウ　1万5ρoプε燃56∬漉
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34． アブラチャンーイヌシデ群落

Pα励㈱・ガアψ鷹‘・飾Cαψ伽5孟5伽2z・∫競一Gesellschaft

Phot．148　Bestand　der　Pαノ’‘z∂θπzo勿
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L　舞落の縮観

　夏緑広葉樹のミズナラ，イヌシデ，ケヤキなどが高木層に生育し低木層にミツバウツギ，ク戸

モジ，アプラチャンなどが高被度で生育する高木林。

2．区分種
　イヌシデ，アプラチャン，ミツバウツギ，エイザンスミレ，クロモジ，　ミズナラ，マメザク

ラ，ヤマボウシ，ヒメシャラ。

3．群落断面模式図一Fig．1iO。4層群落。

4．主な代償植生

　アブラチャンークロモジ群落（IV）。

5．立地条件
　海抜400mから700mまでの谷沿いの急傾斜地。土壌堆積の良い富養地。

6．群落域の適性植栽種

　潜在自然植生構成種

　　B　ケヤキ，イヌシデ，ミズナラ。

　　S　ミツバウツギ，アプラチャン，クロモジ。

　　K　エイザンスミレ。

　代償植生構成種

　　B　スギ，アセビ，エゴノキ。

　　S　アプラチャン，クロモジ，ニシキウツギ，ツクバネウツギ。

　　K　スズタケ，ススキ。

7．　自然植生から判定される土地利用

　林地（スギ，ヒノキ）。

8．総合立地評価

　自然環境保全，土壌侵蝕防止作用。水源かん養作用。

Fig．110　アブラチャソーイヌシデ群落断面模式

　　Vegetationsprofil　der　1）σαうθ2～之。∫刀メ）プαβco銑Cαψ伽μ5オ5cん。η05んだ一Gesellschaft
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35．　ミヤマクマワラビーシオジ群集

　　　Dryopterio－Fraxinetum spaethianae

1）hot．149　Bestanddes　Dryopterio－Fraxinetum

　　spaethianae，

♪　1・。羅ジ．．i＞

　　　∫一・．ノρ　　　　　　愛甲回顧

　　艀r静ノ／

！〆 @足ノ　　厚柿

i　　遡㌔：・

i
L一…門．・一．．一．　一一一．一．．．．．．．．＿＿＿．．，．．．．．．．．．．．．＿

Fig．　m　分布図
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1．　群落の相観

　山地の峡谷に発達する落葉高木林。群落高はしぼしぽ30mを越える。

2．　標徴種および区分種

　ムカゴイラクサ，チドリノキ，ミヤマタニソバ，ミズ，コチャルメルソウ。

3．　群落断面模式図～Fig．　n2。4層群落。

4．：主な代償植生

　マタタビが優占するマント群落（皿）。

　スギ植林（IV）。

5．立地条件
　表騰本ブナクラス域の湿性立地。谷沿いの透水良好な砂礫を含んだ肥沃地にあり，一般に谷が

深いため空中湿度が比較的高い。

6．　群落域の適性植栽種

　潜在自然植生構成種

　　B　シオジ，チドリノキ。

　　S　ミツデカエデ。

　　Kミヤマクマワラビ。

　代償植生構成種

　　B　ミズキ，ヤマハンノキ。

　　S　アプラチャン，ニシキウツギ。

　　K　ヤマシロギク，ダイコンソウ。

7．　自然植生から判定される土地利用

　林地（スギ）ただし極端な立地であるため人為的な過利用をさける。

8．　総合立地評価

　山地帯の渓谷の自然環境保全に重要な役割を果たす。残存自然植生は，きわめて少なく，十分

な保護が必要である。

Fig。　n2　ミヤマクマワラビーシオジ群集断面模式

　　Vegetationsprofil　des
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36． クサレダマーハンノキ群落

み：y5伽αo痂α”π匁α2弓∫5　var・4ατ3〃・ガ‘α一みZπ％5ブ砂。π記α一Gesellschaft

Phot．150　Bestand　der　みこy5加～αo屠α7z冨g御・‘5　var．4αηzぴ‘cπ一．4Zπε♂5ブαρoフz∫6α一Gesellschaft，
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遷．簿落の相観

　湿性地に発達する落葉広葉樹による高木林。

2．区　分　種

　ハンノキ，クサレダマ，マアザミ，オオニガナ，クロウメモドキ。

3．　群落断面模式図～Fig．114。2層群落。

4．　主な代償植生

　ミヤコアザミーススキ群落（皿〉。

5．立地条件
　ブナクラス域（海抜800m～1500m）の凹状の湿性地。泥炭が堆積し地下水位は0～20cmで

排水不良。

6．群落域の適性植栽種

　潜在自然植生構成種

　　B　ハンノキ。

　　S　ミヤマイボタ，レンゲツツジ，カンボク，ズミ。

　　K　クサレダマ，ゴウソ。

　代償植生構成種

　　K　トダシバ，ミヤコアザミ。

7．　自然植生から判定される土地利用

　林地（ハンノキ）

8．総合立地評価

　排水不良地であるため，排水によって水田その他に利用され，残存林分はほとんどみられな

い。生産力の低い水田はむしろ植生復元によって，水源を灌養し，流水調節を行なわせる。

Fig．　H4クサレダマ一一ソノキ群落
　　L：y訪ππo房αηz4gαプ∫5　var．ど伽～〃・foα一・4Z2z〃5ノα♪02～‘c¢℃eseUschaft．

　1．　ハンノキ　　　　ゑ伽〃5ノ砂。短。α　　　　　　　7．　ノハナショウブ　1プf5θ2～5碗αvar．5ρo鷹απθ¢

2．　ミヤマイボタ　　L‘gκ∫ケτ切3オ56hoηo鋭づゴ　　　　8．　マアザミ　　　Cf2諏〃π5fθろ。♂4∫‘

3．　イヌツゲ　　　　刀8即。紹刀諺α　　　　　　　　　　9．　アゼスゲ　　　　Cαプ6即魏初めθr8錫

4，　クマヤナギ　　　β8プ。ゐ8規fαプαcθ卿05α　　　　　10．　ゴウソ　　　　　Cαプθ謬班4娚辮。ω‘o厩i

　5．　ヨ　シ　　　　　P1ガα8城診85　co川竹πη15　　　　11．　ヒメシダ　　　　Lα5ケθα晒召砂μθブ∫5

6．　クサレダマ　　．砂5伽αc配α四泓8αγゴ5var．

　　　　　　　　　4ατz‘ノ・飴α
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37． オニスゲーゴウソ群落
Cαプ朗読‘窺2z5銘一Cαノー8諮ノノz碗勿zoτσゴ（：9だ一Gesellschaf之
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望．　群落の相観

　湿性地に生膏する多年生草本植物群落。

2．区　分　種

　オニスゲ，　ゴウソ。

3．群落断面模式図一Fig．116。単層群落。

4．主な代償植生

　イーアブラガや群落（皿）。

5・享地条件
　水深が2～10cmの湿性地で比1鮫的無機水の流入が少ない。

6．群落域の適性植栽種

　潜在自然植生構成種

　　Kオニスゲ，ゴウソ，アゼスゲ。

　代償植生構成種

　　K　コブナグサ。

7．　自然植生から判定される土地利用

　排水によって林地（スギ）に利用可能であるが生産量は低い。

8．総合立地評価

　地下水位が高く，しかも貧養地であるため人為的な利用には適しない。水辺保全植生として保

護されることが望まれる。

Fig。116　オニスゲーゴウソ琴洋落i新面模式

　　　　VegetationsprQf董夏der　Cα？’6灘‘♂‘c屠π5だ一Cαゾθ躍22εα鋭？～呂ozθ｛α毎一Gesellschaft
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2．マアザミ　　　Cか5∫z〃35ゴ8∂o♂4∫f　　　　　7．チダヶサシ　　・45’μδ8漉。プoρ妙ZZα
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5，　ゴウソ　　　　　Cπプ躍規π鋭溺。漉儒κ
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38． ヌマハリイ群落他（池沼植物群落）

EZθooんα7・ゴ∫那αηzμZα診αvar・6∠yoZo侃ψα一Gesellschaft　u．　a．

（See－u．　Teich－Rand－Vegetation）
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1．群落の相観

　湿性地に生育する草本植物群落。

2．区　分　種

　ヌマハリイ，サンカクイ。

3．　群落断面模式図一Fig．118。単層群落。

4．主な代償植生

　イーアブラガや群落（皿）。

5．立地条件
　海抜500～800mの山地の湿性地。停滞水域の水位：0～20cln。貧養立地。

6．　群落域の適姓植栽種

　潜在自然植生構成種

　　K　ヌマハリイ，ヤナギタデ，ヤノネグサ，ホシクサ類。

　代償植生構成種

　　K／，ミノボ・スゲ。

7．　自然植生から判定される土地利用
　　　タ
　林地（ハンノキ）。排水によってスギの植林。ただし，生産量は低い。

8．総合立地評価

　立地保全，とくに水質浄化作用も期待できる。水質を汚濁する廃棄物の排出は避ける。

Fig．　I　I8．　ヌマハリイ群落断薩膜式

　　Vegetationsprofil　der　EZ80加ノ’露27凄⑳π沼αごαvar．　oッ‘♂ooαゆα一Gesellschaft

　l．　ヌ」マハリイ　　　E♂60cんτプ‘5〃zαノπ∫Z♂α’αvar．　oツoZoo6τノ功α
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39． アセピーリョウブ群落
Pガ6r∫5ブ曜）o短6α一CZ8診ん7・αみαプ玩2z61一窃∫一Gesellschaft

Phot．153　Bestand　der　P‘8ノ’f5ノαρoπ∫oα一α8孟ん’α6αプうf刀βノ・短5－Gesellschaft．
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1．　群落の相観

　高さ7～8mの低木～亜高木林。常緑広葉樹と夏緑広葉樹が混生する。枝は多数分枝する。

2．区分種
　アセビ，リ翼ウブ，ハリガネワラビ，サラサドウダン，ウスノキ，ヒメイワカガミ。

3．群落断面模式図一Fig。120。2～3層群落。

4．主な代償植生

　ヒメノガリヤスーススキ群落（IID。

5．立地条件
　硫気孔周辺の崩．壊岩窪地。

6．　群落域の適性植栽種

　潜在自然植生構成種

　　B　アセビ，タソナサワフタギ，ヒメシャラ，リョウブ。

　　S　トウゴクミツバツツジ，サラサドウダン，ノリウツギ。

　　Kハリガネワラビ，ヒメイワカガミ，スギゴケ。

　代償植生構成種

　　S　ハコネザサ，イヌツゲ。

　　K　ヤマカモジグサ，ススキ，ヒメノガリヤス。

7．　自然植生から判定される土地利用

　リクリエーション地域。

8．総合立地評価

　立地保金とくに硫気孔周辺の環境保全に適する。

Fig。120　アセビーリョウブ群落断磁模式

1『
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40． イトスゲーリョウブ群集

CaricトClethretum barbinervis

Phot．154　Bestanddes　Carici－Clethretum　　barbinervis。
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1．群落の相観

　リ。ウブ，エゴノキ，アセビなどを主とする高さ5～10mの低木～亜高木林。出現種はきわめ

て多い。林床にイトスゲが優占することが多い。

2．　標徴種および区分種

　ヘビノネゴザ，シモツケソウ，イヌトウバナ，ジソバイソウ，フジアカショウマ，キクザキイ

チゲ，サンショウバラ，ホガエリガヤ，コウグイスカグラ。

3．群落断面模式図一Fig．122。2～3層群落。

4．：主な代償植生

　キバナノカワラマツバーススキ群落（皿）。

5．立地条件
　表日本海沿いの山岳地。火山灰を母材とする黒色で門門な土壌の山頂附近，尾根部で雲霧帯。

風衝地。箱根神山に典型植分が見られる。

6．　群落域の適性植栽種

　潜在自然植生構成種

　　B　リョウブ，アセビ，ヒメシャラ，オオイタヤメイゲツ，エゴノキ。

　　S　サンショウバラ，メギ，ウツギ。

　　Kl　ヤマシロギク，イトスゲ，ツクバネソウ。

7．　自然植生から判定される土地利用

　リクリエーシ。ン地域。しかし，林内へは散策路以外は立入らないことが必要。

　軽い伐採。

8．総合立地評価

　箱根山地の保護区域内に残存する風衝立地の植生で，破壊後の復元が困難である。人為的な利

用はできるだけさけ，保全林として保護する。

Fig，122　イトスゲーリョウブ群集断面模式

　　Vegetationsprofildes　Carici－Clethretum　barbinervis
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41．　イワナンテンーヤマグルマ群集

　　　Leucotheto－Trochodendretum

Phot．155　Bestanddes　Leucotheto－Trochodendretum．
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1．群落の相観

　常緑広葉樹のヤマダルマが株状に岩角上に生育する特異な群落，林床にツツジ科植物が多い。

2．　標徴種および区分種

　イワナンテン，ムラサキツリガネツツジ。

3．群落断面模式図一Fig．124。3層群落。

4．　ま1な代償植生

　キバナノカワラマツバーススキ群落（皿），ヒメノガリヤスーススキ群落（皿）など。

5．立地条件
　表日本型気候下に属す。急峻な露岩地。貧養な酸性土壌。

6．　群落域の適性植栽種

　潜在自然植生構成種

　　B　コミネカエデ，リョウブ，ヤマダルマ，サラサドウダン，アセビ。

　　S　トウゴクミツバツツジ，コアジサイ。

　　K　イワナンテン，シシガシラ，ハリガネワラビ，ヒメイワカガミ。

　代償植生構成種

　　S　シモツケ。

　　K　ススキ，ヒメノガリヤス。

7，　自然植生から判定される土地利用

　急斜面の岩角地などのきびしい立地に生育している。人為的干渉に敏感な“弱い樹林”である。

人為的利用には耐えられない。

8．総合立地評価

　立地保全。特に，峡谷に沿った急巌地の立地保全の役割を果す。

F三g．124　イワナンテンーヤマグルマ群集断面模式

　　VegetationsprofildesLeucotheto－Trochodendretum
1．　ヤマダルマ　　T7・001ZO46η47・0ノ～〃・α屍0∫4θ5

2．　リョウブ　　 αβ塘プ¢うαプ∂加8ゾηf5

3．　トウゴクミツバツツジ

　　　　　　　　Rho4046π4プ07Zてσα4【Z7ZZ‘7π

4．　コアジサイ　　Hツ4プαπ9βσ1諭≠α

5．　シシガシラ　　　8‘プ雄屠。がθ擁5短ρ02z甜α

6．　ヒメイワカガミ　3ゐorあ¢50Z4α22θZZo‘4θ5

　　　　　　　　　var．翅0〃bあα

7．　イワナンテン　　・乙8zκo晒。θ々θ∫5々6ゴ
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42．　オノエラン一型コネコメツツジ群集

　　　Orchi－Rhododendretum
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1．群落の相観

　風衝：草本植物群落で，わい性夏緑低木を伴なう。

2．標徴種および区分種

　ハコネコメツツジ，フジアカショウマ，ウラバグサ，キンレイカ，ハコネギク，イワニンジ

ン，

3．

4．

5．

ヒメイワカガミ，ベニバナツクバネウツギ，ハコネハナヒリノキ，オノエラン。

群落断颪模式図一Fig．126。単層または2層群落。

主な代償植生

裸地

立地条件
　ブナクラス域の風衝岩崖地。土壌堆積の浅い立地。

6。　群落域の適性植栽種

　潜在自然植生構成種

　　S　ハコネコメツツジ，シモツケ，ハコネハナヒリノキ，ベニバナツクバネウツギ。

　　K　シモツケソウ，ハコネギク，ウラバグサ，ヒメイワカガミ，フジアカショウマ，キソレ

　　　イカ。

7．　自然植生から判定される土地利用

　人為的利用にはたえられない。

8．総合立地評価

　舌面で乾湿差の大きい，風衝下のもっともきびしい自然立地条件に生育している。人為的干渉

にもっとも敏感な遺存的植生である。立地保全。山地帯の風衝地に存続する特殊な植物群落で，

学術的にも貴璽な特有な植物が生育している。絶対的な植生と立地の総合保全が必要である。

Fig．126　オノエラン～ハコネコメツツジ群集断颪模式

　　Vegetationsprofildes　Orchi－Rhododendretum
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43．　フジァカシ∋ウマーシモツケソウ群集

　　　Astilbo－Fihpenduletum
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1．群落の相観

2．

3．

4．

山陵部に発達する風衝草原。

　標徴種および区分種

フジアカショウマ，シモツケソウ，フジイバラ，ハコネギク，イワニンジン，ハコネアザミ。

群落断面模式図一Fig．128。単層または2層群落。

　主な代償植生

オオバコ群落（踏圧による）（1）。

5．立地条件
表日本の山岳。山頂部や山頂直下の風衝地。表土堆積の厚い地域。

6．　群落域の適姓植栽種

潜在自然植生構成種

S　フジイバラ。

K　フジアカショウマ，ウラバグサ，　シモツケソウ，　シモツケ，　ヒメノガリヤス，イトス

　ゲ。

　代償植生構成種

　　K　オオバコ，ミノボロスゲ（適性植栽種は潜在自然植生構成種を用いる）。

7．　自然植生から判定される土地利用

　リクリエーシ。ン地域。しかし，強度の立ち入り，踏圧は避ける。

8．総合立地評価

　立地保全，季観にすぐれ，自然保護地，風致保全地区にくみ入れる。県下では，国立公園区域

内にあって保護されているが，登山客の利用によって衰退しつつある。

Fig．128　フジアカショウマーシモツケソウ群集断面模式

　　Vegetationsprofildes　Astilbo－Filipenduletum
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44． ヒメノガリヤスーススキ群落

Cα♂α7π囎プ。漉5肋々02z8％5∫5一ハ4∫50α2π肋55∫2z67z5∫5－Gesellschaft

Phot．159　Bestand　der　C厩α〃zα9プ05あ5乃α々。π8η5‘5一ル露5薦η抗z‘55‘7zθノ～5∫5－Gesellschaft．
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1．群落の相観

　ススキが疎生する多年生草本植物群落。

2．区　分　種

　ススキ，ヒメノガリヤス。

3．群落断面模式図一Fig．130。2層群落。

4．主な代償植生

　　裸地

5．立地条件
　硫気孔周辺の崩壊性岩礫地。

6．群落域の適姓植栽種

　潜在自然植生構成種

　　S　リョウブ，サラサドウダン（疎生）。

　　Kススキ，ヒメノガリヤス，イタドリ。

7．　自然植生から判定される土地剰用

　リクリエーション地域。

8．総合立地評価

　立地保全，硫気孔という特殊な環境にかろうじて存続する植生であるため，過度の人為的な利

用はさける。

Fig，130ヒメノガリヤスーススキ群落断面模式

　　Vegetationspr◎fil　der　Cσ伽7薦8ア03あ5加々。ノ～8’～5‘5－Mゴ50副’加5訪～βη5‘5－Gesellschaft．

　1．　ススキ　　　　　　ハ4f50σπ疏2‘55初8π5ゴ5

2．　イタドリ　　　　Po砂goノπ娚α∬ρゴげα魏規

3．　ノジウツギ　　　疑ソ4プα7zgθαメ）ζτπ∫cz6Zα如

4．　ヒメノガリヤス　C認α〃雄gro5’f5加走02zθ7z5欝
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45．　フジアザミーヤマホタルブク日群集

　　　　Cirsio－Calnpanuletum hondoensis

Phot．160　Bestanddes　Cirsio－Campa鳳uletum　hondoensis．
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1．群落の相観

2．

3．

4．

5．

フジアザミ，バライチゴなどが疎生し荒原状を呈する群落。

　標徴種および区分種

フジアザミ，バライチゴ，イワニガナ，ヤマホタルブクρ，フキ，アプラシバ。

酵落断面模式図一Fig．132。単層群落。

主な代償植生

裸地

立地条件
　寓士山を中心としたフオッサ・マグナ地域でのブナ帯以上の崩壊地。火山灰，砂，礫が移動す

るような立地。

6．群落域の適性植栽種

　潜在自然植生構成種

　　K　バライチゴ，イワニガナ，フキ，フジアザミ，ヤマホタルブクロ。

7．　自然植生から判定される土地利用

　人為的利用には耐えられない。
　　　りほ
8．総合立地評価

　立地保全，とくに，火山や他の崩壊性の山地の土壌保全：に適する。

Fig．132　フジアザミーヤマホタルブクロ群集貼出模式

　　Vegetationsprofildes　Cirsio－Campanuletum　　ho鷺doensis
1，　フジアザミ　　　C∫ブ5痂煕♪¢ぴρμrα伽彫　　　　3．バライチゴ　　　Rzめz‘55Z‘θoθ房03鰐

2，　ヤマホタルブクP　（】α蜴ραηz‘♂αゐ。π4081z5f5　　　4．　イワユガナ　　　　」吻8痒55彦。♂oη鈎rα
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お・わりにS、hl。B

　先に神奈川県：全域の地域植生誌　（Vegetationskundliche　Gebietsmonographie　des　ges－

amten　Are段1es　der　Prafektur　Kanagawa　von　Miyawaki　et　al．（1972，789　pp．　u．　Pflanzenso－

ziolo9玉sche　Tabelle　119）と，その基礎にもとつく，全県下の現存植生図（Karten　der　realen

Vegetation　der　Pr議fektur　Kanagawa，　MaBstab　l：2500043　Blatter　u．1：2000001Blatt）

が作製された。

　その後，引き続き神奈川県下全域の現地踏査にもとつく潜在自然植生図（Kartea　der　pote煎iell

natUrliche旦VegetatioR　der　Prafektur　Kanagawa，　MaBstab　l：2500043　Blatter　u．1：

2000001Blatt）1975が我カミ国ではじめて印刷された。

　現代の，いわゆる公害，自然破壊，さらにはエネルギー危機，食糧危機の不安や経済の混迷の

根本的原因は，土地利用も生物的な生産も，本来その土地や空間がもつ潜在能力の顕在化以上の

成果をあげることは持続的には函難であるという生物社会や生態系存続の事実が科学的に捌しく

理解されていなかった結：果による。

　同時に生物社会が健全で持続的に発展するためには，自然の多様姓，生物社会の多彩性の維持

が可能な枠内での集積の効果を求めると共に最高条件（生理的な最：適条件）と最適条件（生態的

最適条件〉は異ることも明かにされている（£lle無berg　1956，　Walter　1964）。持続的な国土計

画や地域計画に際しても，すべての住民が何時の時代にも間違いなく将来にむかって健康的に生

きのび，さらに文化を発展させるためには，人間の持続的生存環境としての環境質の100パーセ

ントの保全がすべての施策や計画の大前提となる。未知の要因も含めた環境質の生命サイドから

の理解，具体的には人間の本質的共存者である植生の姿が，それを支持しているすべての要因の

総和として把握されなければならない。

　現存植生図は，現在の人為的干渉の結果も含めた植物的自然や環境の具体的表現でもある。同

時に新しい，間違いの少ない国土計画，地域計画，環境保全計画の基礎としては本質的かつ持続

的な人間生存の基盤となる潜在環境質の把握が必要となり，この具体的配分は，今日の潜在自然

植生図から明らかにされる。

　本来植物社会学的な現地植生調査結果（Pflanzensoziologische　Vegetatlonsaufnahme）を組

成表で比較・検討しながら科学一般に用いられる抽象化の操作によって地球的観点でまとめられ

る植物群落の具体的配分図として作製される植生図は，植生学，生態学さらに隣接諸科学の発展

の基礎としての科学的凹的で研究されてきた。最近の環境問題，資源，食糧，エネルギー問題は，

有限の，地球上のあらゆる資源を自然環境の保全の枠内でいかに閾違い少なく持続的に利用する
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か，生命集団の側からの可能性と許容限度を科学的，総合的に知るためにも広く用いられるよう

になってきた。

　とくに人間が多様な自然環境の中で，多彩な生物社会の一員としてしか生きてゆけない生態学

的な事実が再確認されている以上，すべての人間の肉体的，精神的に健全な発展を保証し，その

枠内でのよりよい生活環境を形成するためには生命集団の側からの総合的な先取り研究・調査が

重要な前提条件となる。とくに量的，質的，機能的に生物社会や生態系の主要構成者である植生

の質をふまえた量的配分はこれからの国土，漿土，地域計画，環境保全，自然保護などのあらゆ

る計画・実施，利用の基礎となる。

　世界の植物学者5，000人が参加して1975年7月3日～10日までレニングラードで開催された第

12回国際植物学会の第8部門生態学的植物学のシンポジウムのテーマの一つは“植生図の含む情

報の内容と利用の理論的原理Logical　principles　of　cons£ructio籍and　improvement　of

information　content　of　vegetation　maps”が，ソ連のV．　B．　Soczava，　S．　A．　Gribvaによっ

て主催・実施され，会場超満員の参加老による熱気の中に活発に討議された。とくに各大陸の代表

的研究者A．W．　K毛ichler（アメリカ合衆国），　V．　B．　Soczava（ソ連），　H．　Gaussen，　P．　Ozenda

（フランス），J．A．　Carnahaa（オーストラリア），宮脇（日本）らがそれぞれの大陸を代表して

発表した。その際に日本の首都圏とくに神奈川県全域の大縮尺（1：25000）による現存および

潜在自然植生図（各43枚）と，その個々の植生図から読みとれる自然保護，環境保全に対する理論

的ならびに具体的な診断・処：方の提案については，主催者Soczavaらから「日本の最近の精度の

高い数多くの植生図の科学的研究成果と，その地域計画，環境保全計画への応用への提案の質の

高い内容に，今やかつての植生図の先進国，欧，米，ソ連は学ぽなけれぽならない」と，ソ連国内

での国際会議としては異例の評価と賛辞を受けた。さらにシンポジウム参加者による植生図の研

究・作製推進のアピールにも日本¢）活発な最：近の研究がとくに評価されている。

　とくに潜在自然植生図は我が国の文化景観地帯のように古くから文化が開け，多くの人が定住

しており，さらに最近急速な都市化，新産業立地化が進行しているようなところでは，その作製

は容易でなく，相当の時間と経費を必要とする。しかし，現代の画一的な，とどまるところを知

らないような開発，産業立地化，過密都市化が明日の自然，環境，住民生活ひいては経済や文化

の破たんにまでつながらないように，自然利用の許容限度が読みとれる現存植生図と潜在自然植

生図の同縮尺による同時作製が強くのぞまれる。

　しかも，科学的な利用にはもとより，具体的な県土計画や地域計画の基礎図として植生図を利

用するためには，できるだけ大縮尺による精度の高い植生図化が必要である。

　我が国ではもとより，世界的にも一二全：域が1：25000の大縮尺で同時に十分な地域植生誌的

な現地植生調査結果を基礎に植生図が作製され，精度の高い鮮明な着色植生図として出版された

ことは例が少い。これからの650万人あるいはさらに増加するであろう神奈川県民の持続的な生

存環境の保証，失われはじめている東京湾ぞいなどの，いわゆる過密都市部や新産業立地の中や

まわりに積極的に，地味でも間違いのない，時間と共にさらに多様な機能を果す，生きている緑

の本物の環境保全林を形成し，古くて新しい環境創造の基礎図としてこれら植生図が具体的に利

用されるように強く望まれる。



377

　岡時に一日も早く新しい時代に対応した，新しい環境創造の本格的，具体的な処方箋として大

縮尺の植物社会学的な潜在自然植生図が緯本全国にわたって作製されるよう期待する。かぎられ

た国土の環境質を傷つけないで次代に受けつぐための処方箋としての潜在自然植生図を基礎とし

て，日本列島の環境創造計画がすべての計画や施策に先行されなければならない。

　西欧文明の興亡と緑の自然の荒廃結果を地中海地方をはじめ世界各地で足と眼でみきわめ，日

本各地をきめ細かく踏査すれぼするほど，さらに首都圏や神奈川県下を調べれば調べるほど，長

い時間をかけて試行錯誤の結果であったか，宗教的な崇り意識によってであったか，結果的には

実に見事に郷土の自然と共存してきた日本人の英知に今さらのごとく深い感銘を日々受ける。

　日本人の伝統的英知が，かぎられた島国で固有の文化を発展させ，最近100年間の世界を驚嘆

させるような各分野でのすぼらしい発展を遂げた。この日本民族の潜在基盤こそ，新しい総合科

学といわれる植生学や生態学を基礎に，臼本の各地域の無限の将来への発展の潜在能力の貯蔵簾

として郷土の森を残し，都市や産業立地の中やまわりにも，すべての人たちが明日の発展のため

に潜在自然植生図を基礎に，小面積であってもあらゆるところで潜在自然植生を顕在化し，新し

い環境創造により，自然の多様性，生物社会の多彩性の中での調和ある発展に人類の明日が賭け

られている。
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謝辞　と　追記

　8年間にわたる現地調査結果をまとめた神奈川県の現存および潜在自然植生図（各縮尺1：

2000001枚，1：2500043枚）が一応印刷された。まだ不十分の点もあり，大方のご教示と今

後のより精密な継続調査によってさらに完全なものとしたい。

　思えば1958年9月臨時のドイツ国立植生図研究所にR．T茸xen教授に招かれて2年3ヵ月夢

中で野外に，研究室に過した。大学からの帰国命令での帰国に際して，TUxe簸は，「お前はまだ

1人前の植生学者ではない。3年以内に少なくとももう一年来るように」と厳しく評価された。

その後，フンボルト財団の援助で1963年9月から1964年9月までの1力年と1969年6月から9月

まで4カ月くり返しT廿xen教授のもとできびしい指導を得た。

　1962年度夏から，神奈川県から国立公園協会に委託された丹沢・大山学術調査団の植生班を受

けもたして戴き，はじめてそれまでの雑草群落の研究から，自然植生も含めて相観を霊とした

丹沢・大山の現存植生図（1：75500）および小面積ではあったが堂平の植物社会学的植生図（1：

5000＞が作製された（宮脇，大場，村瀬1964）。さらに，1963年には，神奈川県教育委員会（当

時鈴木重信教育長）の依頼で，箱根・真鶴半島の植生調査と植生図の作製が行われた（宮脇，大

場，　木職業1969）。

　1968年から神奈川難教育委員会文化財保護課で長期計画による県下の自然実態調査が計画さ

れ，我々は神奈川県全域の植生調査と植生図の作製を分担した。以来8年間，歴代の知事，副知

事，総務部長，教育長，社会教育部長，文化財保護課長，各担当者の御援助と御声援によって，

ここに先の現存植生図に引きつづき潜在自然植生図と報告書が出版の運びにいたった。ご援助戴

いた神奈川県当局の皆様の暖かい御援助とご支援に心からお礼を申上げたい。

　津田文吾前神奈川県知事には，まだ公害，自然保護問題のやかましくなる以前からすでに漿土

の持続的な保全の基礎図としての植生調査と植生図の作製を全国に先がけて進められた先見i生と

長い間の心暖まる御援助に，重ねてここに衷心より深い感謝を捧げたい。また長州一二知事には

予舞がきびしく，見なおしと削減が行われている折から本報が何とか印刷されるよう御配慮戴き

感謝にたえない。

　1971年度から文部省特定研究「人閾生存と自然環境」プロゼクトに日本列島の植生図化の研究が

取り入れられた。その結果，はじめて公式に酋都圏をはじめ各地の調査が進められ，神奈川漿の

潜在自然植生を広域的観点から客観的に確定することができた。深い関心をもって研究の推進に

努力され，変わらぬご理解を戴いている藤井隆先生，つねに御援助と御配慮戴いている文部省学

術国際局手塚晃研究助成課長，中山和彦学術調査官はじめ関係諸宮に厚くお礼申し上げたい。

　本研究の遂行，実施，まとめ，さらに編集，校正に臼夜努力戴いた協同研究者の皆さんにも，

ここにその努力に謝意を表したい。
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　なお口絵カラー写真のBild　I，10，15は神奈川県貿易観光課から提供載いた。また本文中の

写真でPho£．3，12，17，18，21，37，40，76，77，94，97については目本写真家協会員行田哲

夫氏撮：影の写真を神奈川県教育委員会より借用した。Phot．121は横浜国立大学環境科学研究

センター鈴木邦雄氏に，Pho亡．157は旭ケ丘高校松浦正郎氏より，　Phot．2は大場達之氏より

借用した。記して謝意を表したい。
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摘　　　　　要
　Zusammenfassung

　1972年に完成された神奈川県の現存植生図（789pp．別刷付表119，現存植生図44枚）にひきつ

づいて県下全域にわたって潜在自然植生図の作製が行なわれた。調査期間は，現存植生も含めて

1968年から1975年3月にかけての8力年にわたっている。潜在自然植生図は1：25000，43葉，

統合図（1：200000）1葉が完成し，同時に三生配分模式図1葉の作製が行なわれた。

　潜在自然植生図はそれぞれの立地の潜在能力を示し，人間活動の活発な地域においては立地の

賢明な利用や復元に対する適切な指針を与え，国土計画，地域計画，自然環境の保全，復元に対

しても基本図としてきわめて利用価値の高いものとして国際的に認められ，また現実に西ドイ

ツ，オランダ，チェコスロバキヤ，アメリカ合衆国をはじめ各国で具体的に用いられている。

　潜在自然植生の判定は，残存する自然植生を中心に，またそれらの消滅した地域では屋敷林や

薪炭林の下生え，独立樹などを手がかりとし，さらに代償植生の種組成の他の地域との相互比較

によって判定された。今回の調査で判明した神三州県下の潜在自然植生単位の群落体系は以下に

まとめられている。

王．Camellietea　japonicae－Gebietヤブッバキクラス域
　L　Cameihetea　lapo垣caeMiyawakietOhba1963ヤブツバキク
　　ラス

　　a．Camellietalia　japonicaeOdaetSulnata1966ヤブツバキ
　　　オーダー

　　　1）Ardisio－Casta烈opsion　Miyawakietal．1971　ヤブコウジー
　　　　スダジイ群団

　　　　（1）Ardisio－Castanopsietum　sieboldiiSuz，一Tok．
　　　　　1952　ヤブコウジースダジイ群集

　　　　（2）Polystichopso－Castanopsietum　s圭ebo｝dii
　　　　　Miyawaki　et　a1．正971ホソバカナワラビースダジイ群集

　　　　（3）Polysticho－Machiletum　thunbergiiSuz．一Tok．
　　　　　1952　イノデータブ群集

　　　　（4）Euonymo－Pittosporetum　tobirae　Miyawakiet
　　　　　al．1971　マサキートベラ群集

　　　　（5）Quercetum　myrsinaefoliaeMiyawakietOhba1965
　　　　　シラカシ群集

　　　　（6）ρ磁プ6欝9♂αz‘6σ一（2z‘67℃π∫5α♂ガ6カzα一Gesellschaft　アラカシーウラジμガシ群落

　　　　（7）王llicio－Abietum　firmae　Suz．一Tok．etHatiyaemSuz．一Tok．

　　　　　1961　シキミーモミ群集
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　　　（8）Acero－Zelkovetu搬　MiyawakietKazueFuliwara　l970　イロ
　　　　ハモミジーケヤキ群集

2．Vitecetea　rotundifoliaeOhba，MiyawakletR．Tx．1973ハ
　マゴウクラス

　a．VitecetaIia　rotundifoliae　Ohba，MiyawakietR．Tx．
　　1973　ハマゴウオーダー

　　D　王schaemo・Vitecion　rotundifoliae　Ohba，Miyawaki
　　　et　R．　Tx．1973ケカモノハシー・・マゴウ群団

　　　（1）lmperato　cylindricae－Vitecetum　rotuRdifoliae
　　　　Ohba，　Mlyawaki　et　R．　Tx．1973　チガヤーハマゴウ群集

3．Glehnietea　littoralisOhba，　MiyawakietR。Tx．1973・・マ
　ボウフウクラス

　a．Glehnietalia　httoralis　Ohba，MiyawakietR．Tx．1973
　　ハマボウフウオーダー

　　1）Glehnion　littoralisOhba，MiyawakietR．Tx．正973ハマ
　　　ボウフウ群団

　　　（正）Wedelio－CaricetumkobomugiOhba，Miyawaklet
　　　　Tx．1973　ハマグルマーコウボウムギ群集

　　　（2）Wedelio－lschaemetum　anthephoroidesOhba，
　　　　Miyawaki　et　R．　Tx．正973　ハマグルマーケカモノハシ群集

　　　（3）Wedeiio　prostratae－Zoysietum　macrostachyae
　　　　Ohba，　Miyawaki　et　R．　Tx．1973　ハマグルマーオニシ・ヨ洋集

4．Asteretea　tr量polii　WesthoffetBeeftink　1962ウラギククラス

　a．Zoysietalia　sinicae　nipPonicaeMiyawakietOhba
　　l969　ナガミノオニシバオーダー

　　1）Zoysion　sinicae　nipponicaeMlyawakietOhba1969
　　　ナガミノオニシバ群団

　　　（1）Zoysietum　shicae　nipponicae　MiyawakietOhba
　　　　1969　ナガミノオニシバ群集

　　　（2），Aオ2ψZ8¢9燐8Z謝か・4∫彦67・渉ア・ψo♂珈77z－Gesellschaftホソバノハマアカザーウラギ

　　　　ク群落

　　　（3）の8㎎’厩α万α2－z‘6アーα一Gesellschaft　ウスベニツメクサ群落

5．Salsoletea　komaroviiOhba，MiyawakietR．Tx．正973オカヒ
　ジキクラス

　a．Salsoletalia　komaroviiOhba，MiyawakietR．Tx．1973
　　オカヒジキオーダー

　　D　Atriphcion　gIneliniiOhba，MiyawakietR．Tx．1973ホ
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　　　　ソバノハマアカザ群団

　　　　（1）Atriphci－Suaedetum　maritimae　Miyawakiet
　　　　　Ohba　1965　ホソバノハマアカザーハママツナ群集

6　Phragmitetea　Tx．etPrsg．1942　ヨシクラス

　a．PhragmitetahaTx．etPrsg．1942ヨシオーダー
　　1）PhragmitionW．Koch1926ヨシ群団
　　　　（1）Scirpofluviatil圭s－Zizanietum　latifoliae
　　　　　Miyawaki　et　Okuda　I972　ウキヤガラーマコモ群集

　　　　（2）Caricetum　scabrifoliaeMiyawakietOhba1969　シオ
　　　　　クグ群集

　　　　（3）Cαr∬50の1一〃bZ∫α一P♂α2z彦㎎・027z町’02・var・ブ6ゆ07z記α・Gesellschaftシオクグート

　　　　　ウオオバコ群落

　　　　（4）Ph7一α9漉鶴・oηz7π観ゴ5－Gesellschaftヨシ群落

　　　（5）7ン少加ω一諭z彦α薦一5‘ゼゆπ5彦万gz‘8診87～Gesellschaft　コガマーサソカクイ群落

　　2）Oenantho－Phalaridion　arundinaceaeMiyawaki
　　　et　Okuda　1972　セリークサヨシ群団

　　　　（DOenantho－Phalaridetum　arundi獄aceae　Miyawaki
　　　　　et　Okuda　1972　セリークサヨシ群集

　　3）Miscantho　sacchariflori－Phragmition　Miyawaki
　　　et　Ok鷺da　1970　オギーヨシ群団

　　　　（正）Miscanthetum　sacchariflori　MiyawakletOkuda
　　　　　I972　　オキご群集

　　　　（2）Caricetum　dispalataeMiyawakletOkuda1972　カサス
　　　　　ゲ群集

　　　　（3）Isachno－Caricetum　thunbergii　MiyawakletOkuda
　　　　　1972　チゴザサーアゼスゲ群集

　　　　（4）ゐ661－5㍑s醍yα7z説α一Gesellschaftサヤヌカグサ群落

　　　　（5）Phacehruetum　latifoliaeMiyawakietOkuda1972
　　　　　アイアシ群集

　　4）Noch　nicht　bestimmte　Verbande　未決定群団

　　　　（1）Phragmitetum　japo葺icaeMiyawakietOk面aI972ツ
　　　　　ルヨシ群集

7．　Bidentetea　tripartiti　Tx．Lohm．etPrsg．1950　タウコギクラス

　a．Bidentetalia　tripartiti　Br．一13LetR．Tx．1943　タウコギ
　　オーダー

　　1）Alopecurion　amurensis　MiyawakietOkuda1972　スズ
　　　　メノテッポウ群団
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　　　（DStellar三〇一Ranunculetum　cantoniensis
　　　Miyawaki　et　Okuda　1972　ノミノフスマーケキツネノボタン群集

　　　（2）Beckma盆n圭。－Veronicetu王n　undulatae　Miyawakl
　　　et　Okuda　1972　カズノコグサーカワジサ群集

　　　（3）Alopecuro－Ra鍛uncuietum　scelerati　Miyawaki
　　　et　Okuda　1972　スズメノテッポウータガラシ群集

　　2）Panico－Bidention　froRdosae　MiyawakietOkud歌1972
　　　オオクサキビーアメリカセソダソグサ群団

　　　（1）Polygonetum　thunbergiiLohm。etMiyawaki1962ミ
　　　　ゾソバ群集

　　　（2）Panico－Polygonetum　hydropiperitis　Miyawaki
　　　et　Okuda正972　卜占クサキビーヤナギタデ群集

　　　（3）Setario－Bidentetum　pilosae　Miyawaki　etOkuda
　　　　1972　アキノエノコログサーコセソダングサ群集

　　　（4）Che．nopod量。－Xanthietum　strumariiMiyawaki
　　　et　Okuda　1972　コアカザーオオオナモミ群集

8．Bolboschoenetea　mariti皿iVichereketRTx．1969コウ
　キヤガラクラス

　a．Bolboschoenetalia　maritimiHejnラ1967コウキヤガラ
　　オ馳一ダー

　　DBolboschoenioR　maritimiDahletHad巨1941コウキヤ
　　　ガラ群団

　　　（1）30ガψ銘∫プ＞Zα短。πZηzゴ5－Gesellschaft　コウキヤガラ群落

9．Artemisietea　pri簸cepsMiyawakietOkuda1972　ヨモギクラ
　ス

　a．Artemisietalia　pr呈nceps　MiyawakietOkuda1972　ヨモ
　　ギオーダー

　　1）Anaphalio－Artemisio且　princeps　MiyawakletOkuda
　　　1972　カワラバハコーヨモギ群団

　　　（1）Kummerovlo－Asteretum　kantoensisM量yawaki
　　　　et　Okuda　I972　マルバヤハズソウーカワラノギク群集

　　　（2）Artemisio－Pote盆tilletum　chinensis　Miyawaki
　　　et　Okuda　I972　カワラヨモギーカワラサイコ群集

1Q．　Noch　nlcht　b．estimmte　Klasse　未決定クラス

　a．Plantaginetalla　asiaticaeMiyawaki1964　オオバコオー
　　ダー

　　1）Agropyro　kamoji－Rumicio鍛　japonicae　Miyawaki
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　　　　et　Okuda　ig72　カモジグサーギシギシ群団

　　　　（1）Rumicetum　crispi－japonicaeMiyawakietOkuda
　　　　　1972　ナガバギシギシーギシギシ群集

　H．Lem．neteaW．K：och．etR。Tx．ユ954emOberd．1957ウキクサクラス

　　a．Lemnetaha　W．．．．KochetR．Tx．工954　emObeld．1957ウキクサオー

　　　ダー

　　　D　Lemnion．P母uc．icostatae　MiyawakietJ．T菰xen1960　ア
　　　　ォゥキクサ群団

　　　　（1）Lemneto－Salvinietum　natantisMlyawakietJ．
　　　　　T茸xen　I960　アオウキクサーサソショウモ群集

　12．　Potamogetonetea　R．Tx．etPrsg．正942　ヒルムシロクラス
　　a．noch　nicht　bestlmmte　Ord．　u．　Verb．未決定オーダーおよび群団

　　　　（1）VαZZf52z87ゴαα舘認f6α一Gesenschaft　セキショウモ群落

　13．Miscanthetea　sinensis　MiyawakietOhba1979ススキクラス
　　a．Miscanthetalia　sinensisMiyawakietOhba1970ススキ
　　　オーダー

　　　1）　Peucedanion　japonicae　Ohba1970　ボタンボウフウ群団

　　　　（1）ChrysaRthemo－Miscanthetum　condensa宅i
　　　　　Ohba　1970　イソギクーハチジョウススキ群集

　14．Noch　nicht　be忌timmte　h6here£魚heiten：上級単位未決定群落

　　　　（1）Orixa　japonica－Zelkova　serrata－Ass．　Miyawaki
　　　　　et　Hiroko　Tohma　1975　コクサギーケヤキ群集

　　　　（2）（lz‘6r6邸α6漉∬加α一み♂剛∬妙07zガ6α一Gesellschafむクヌギーハンノキ群落

　　　　（3）　ノ1Zア2z6∫ブ64》07z20α一Gesel｝schaft　　ノ＼ソノキ署防虫

　　　　（4）AZ2謝5んカー5z‘如一Gesellschaft　ヤマノ・ソノキ群落

　　　　（5）Hydrangeo－EupteletuIn　polyandraeMiyawak童，
　　　　　Ohba　et　Murase　1964　タマアジサイーフサザクラ群集

　　　　（6）ノ1Zπ％5プ〃解α一Gesellschaft　ヤシャブシ群落

　　　　（7）Salicetum　integraeMiyawakietOkuda1972　イヌコリヤ
　　　　　ナギ群集

H．Fagetea　crenatae－Gebietブナクラス域

　1．Fagetea　crenataeMiyawaki，OhbaetMurase1964　ブナクラス
　　a．Saso－Fagetalia　creRatae　Suz．一Tok．1966　ササーブナオー
　　　ダー

　　　1）Sasamorpho．FagioR　crenatae　Mlyawaki，　Ohbaα
　　　　Murase　1964　スズタケーブナ群団

　　　　（1）Miricacaho－Fagetum　crenataeMiyawaki，Ohba



386

　　　　　　et　Murase　l964　オオモミジガサーブナ群集

　　　　（2）Corno－Fagetum　crenatae　Miyawaki，OhbaetMurase
　　　　　　l964　ヤマボウシーブナ群集

　　　　（3）W窃96♂α4600ア・α一Cor2認5ん。鰯α一Geselischaft　ニシキウツギーヤマボウシ群落

　　　　（4＞Pαプα68π驚。碗ρプαθ60詔一Cα7ψ∫7zπ∫診50hoπ05廓ゴーGesellschaftアブラチャンーイヌシ

　　　　　　デ群落

　　　2）Pterocaryon　rhoifoliae　Miyawaki，OhbaetMurase工964
　　　　サワグルミ群団

　　　　（1）Dryopteτio－Fraxinetum　spaethianae　Suz．一
　　　　　　Tok．1952　ミヤマクマワラビーシオジ群集

2．PhragmiteteaTx．etPrsg．1942ヨシクラス
　a．MagnQcaricetaliaPign．1953大形スゲオーダー

　　　1）Galio　brevipedunculato－Magnocaricion
　　　　Miyawaki　et　K，　Fuj三wara　1970　ホソバノヨツバムグラー大形スゲ群団

　　　　（1）Caricetum　rhynchophysae　Miyawak量etK．Fuliwara
　　　　　　1970　オオカサスゲ群集

　　　　（2）Cαr躍4∫6窺π5だ一Cαプ8即フ23α鋭2πo切記zだ一GeseHschaft　オニスゲーゴウソ群落

　　　　（3）EZθoohα2ゼ5ηzα2痂ZZα診αvar，　oツcZooαノ「1）α一Gesellschaftヌマハリイ群落

　b．PhragmitetaliaTx．etPrsg．1942ヨシオーダー

　　　1）Oenantho－Phalaridioa　arundinaceae　Miyawaki
　　　　et　Okuda　I972　セリークサヨシ群団

　　　　（DOenatho－Phalaridetum　arundinaceae　Miyawaki
　　　　　　et　Okuda　1972　セリークサヨシ群集

3．Miscanthetea　sine難sisMiyawakietOhba1970　ススキクラス

　a．Miscanthetalia　sinensisMyawakietOhba工970ススキ
　　　オーダー

　　　1）Rhododendrion　t．susiophyllae　Mlyawaki，Ohbaet
　　　　Murase　I969　ハコネコメツツジ群団

　　　　（1）Orchi－RhododendretumtsusiophyllaeMiyawaki，
　　　　　　Ohba　et　Murase　1969　オノエラソーハコネコメツツジ群集

　　　2）］Noch　nicht　bestimmte　Ver聴nde　未決定群団

　　　　（1）Astilbo－Filipenduletum　multilugaeMiyawa組
　　　　　　etOhba　l964　フジアカショウマーシモツケソウ群集

　　　3）Miscanthion　sinensis　Suz．一Tok．etAbe1959ススキ群団
　　　　（1）CαZα㎜㎎プ05診∫∫加ん02z82z5ゴ5．M♂50α2z彦hz‘55∫7z8π5露一Gesellschaft　ヒメノガリヤス

　　　　　　ーススキ群落

4．Noch　nicht　bestimmte　h6here　Einheite漁　上級単位未決定群落
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（Dゐツ5加α6伽漉9α濡vaL　4側ぬ・α一五♂7z㍑5ブ妙・航α一Gesellschaftぞサレダ

　マーハソノキ群落

（2）P28痒5ブ彰＞oπ∫‘α一CZ6彦加αうαr腕2z8プ沈∫一Gesellschaft　アセビーリョウブ群落

（3）Carici－Clethretum　barbinervis　Miyawakl，Ohba
e£Murase　ig69　イトスゲーリョウブ群集

（4）Leucotheto－Trochode捻dretum　aralio三deae
Miyawaki，　Ohba　et　Murase　1969　イワナンテンーヤマグルマ群集

（5）Clrsio－Campanuletum　hondoensis　Miyawaki，
　Hamada　et　Sugawara　1967　フジアザミーヤマホタルブクロ群集

　潜在自然植生と判定される植生単位は梁下では46群集，20群落を数えた。これらのうち，広域

的な分布を示すものについては亜群集レベルまで描かれた。一方，河辺植生などの小面積のもの

はいくつかの上級の単位にまとめられた。その結果，潜在自然植生図の凡例はヤブツバキクラス

域29，ブナクラス域16，その他2の計47にまとめられた。

　東京湾に面する低地にはイノデータブ群集が分布している。この植生域は気候が源暖でしかも

土壌は適潤で生物生産力が高く，もっとも人口が集中している地域である。イノデータブ群集域

につづく丘陵地帯はヤブコウジースダジイ群集でおおわれている。この地域の地形はひかくてき

起伏がはげしく，近年までは林地として利用されていたが，最近はテラス化によって大規模に宅

地化が進んでいる。

　神奈川県の中心部をしめるローム1蕾におおわれた平坦地の大部分はシラカシ群集域で蓑わされ

る。この地域は主に生産緑地として利用される。河辺に接し，現在水田に利用されている湿地帯

は，残存植生が皆無であるが，ハンノキ群落と判定される。

　丹沢・大山山地および箱根火山地域の植生は平野部と大いに異なっている。海抜300～600mの

山地はアラカシーウラジロガシ群落域となっている。さらにその上部にシキミーモミ群集域がっ

ついている。

　ヤブツバキクラス域とブナクラス域との境界は地域や斜面の方角などで異なるが海抜600～800

mの範囲にある。ブナクラス域ではやマボウシーブナ群集域が広い面積をしめる。丹沢山地・箱

根地域の国定・国立公園で保護されている地域の大部分はこのヤマボウシーブナ群集でおおわれ

ている。

　箱根火山にはその地形的な特微によって特殊な植生がみられる。山頂部の風旧地にはニシキゥ

ツギーヤマボウシ群落やオノエラソーハコネコメツツジ群集，硫黄噴出地域にヒメノガリヤスー

ススキ群落などが局所的に見られる。

　以上の地域の他に湖沼，海康砂丘，塩沼地などにもそれぞれ特殊な植生が成立する。県下には

海岸砂丘植生図が広い面積を占めていたが，近年，沿岸の人工立地化によって消滅されている。

　地域植生誌は県下を8地域に区：下して現存植生図の場合と同様に，考察，提言などが行なわれ

た。作製された潜在自然植生図に基づき，県土の将来の土地利用計画，すなわち，農業，林業，その

他の産業の発展のための間違いの少ない立地の利用について言及された。さらにいわゆる産業，

都布砂漠化した地域，交通施設，学校などの公共施設沿いに積極的な緑の環境創造を実施するた
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めの生きた処方箋としての潜在自然植生図の利用についても基本的，具体的に考察された。

　また神奈川県下の潜在自然植生図の全凡例47中，その他の2凡例を除いて，K茸chler　1964の

アメリカ合衆国の潜在自然植生図の凡例集を参考としながら，我が国ではじめての生態学的な凡

例解説がつけられた。すなわち，地形図上に描れた平面的な各植生単位の具体的な相観，標徴種

および区分種，主な代償植生，立地条件を立体的に明らかにするために群落写真，群落構造模式

図，分布図をそえて，読みとりやすくまとめられた。さらに潜在自然植生図を新しい緑豊かな環

境創造の診断図として実際に利用するための処：方箋として，各潜在自然植生域の適性植栽種が潜

在自然植生構成種群と，その代償植生構成種群から，高木層，低木層，草本層に分けて列挙され

た。

　潜在自然植生から判定される土地利用についても，林地，農耕地，また保養地，レクリエーシ

。ソ地などへの適性についても考察されている。最後に潜在自然植生を基礎とした自然保護，環

境保全，人為的な干渉や利用の限度などについて総合的な立地評価が行われた（p．284－373）。
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　　　　　　　　　　　　　　　　　　ZUSAMMENFASSUNG

Die　potentieli　nat廿rliche　Vegetation　in　der　Prafektur　Kanagawa

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　von

A，Miyawakl，　S．　Okuda，　K：azue　Fujiwara，　H．　B：arada，　Hlroko

Tohma，　Yuko　Kawamura，　S．　Suzu琴i　und　A．　Shinoda

　　　Nach　der　Auf漁ahme　der　Karten　der　realen　Vegetatio簸der　Prafektur　Kanagawa

1972（Mまyawakiαal　1972；Reale　Vegetation　der　Prafektur　Klanagawa　78gPP．，　Tabelle曲eft

mit　l　19　Tab．，　farbige　Karten　der　realen　Vegetatioa　1：2500043　B1盗tter　uRd　1：2000001

Blatt）wurden　Kartell　der　pote途t三ell　nat廿rlichen　Vegetation　der　gesamten　Fl互che　der

Pr琶fektur　Kanagawa　erarbeitet．

　　　Seit　1968　f廿hrten　wir皿it　Unters£uzung　der　Pr盗fektur　Ka鷺agawa　und　das　Kultus－

mi丑isteriums　Japans　die　pflanzensoziologische　Untersuchung　durch，　die　zu　einer　Gebi－

etsmonographie　der　bestehenden　Vegetation　f曲rte　und　die　es　durch　die　Kartierung

der　realen　Vegetat圭on　erm6gliche箆wird，　mit　d三eser　vegetationskundlichen　diagnost呈schen

Karte　d量e　E亘twicklung　der　Stadte　und　der　Lanδschaft　sinvoll　zu　lenken，　die　erha圭ten

簸atar1三che　u鷺d烈atOmahe　Vege重ation　zu　sch灘zen　und　e三ne　lebendige　U斑welt　far　die

Bewohner　zu　sichem（Mlyawak量et　al　1972）．

　　　Auf　der　Grundlage　dieser　Ergebnisse　u漁d　we童tere　Arbeiten　im　Gel銭nde　wurde　d呈e

Karte　der　potentieli　nat廿rlichen　Vegetation　der　gesa戯en　FI琶che　der　Pr琶fektur　Kanagawa

erarbeitet．　Die　KarteR　der　pote灘tiell　nat醸三chen　Vegetation　wurde　im　MaBstab　l：

25000auf　43　Blattern，　und　l：2000001Blatt　dargestellt．　Femer　wurde　eine　schematische

Verteilungs－karte　der　Vegetatio織in　der　Pr琶fektur　Kanagawa　gezeichnet（vgl．　M三yawaki

et　a1．　1975：Karte難・｝left）．

　　　Die　Karten　der　pote益tiell　nat廿rlichea　Vegetat量on　zeigen　die　potentielle　Eignung

der　verschiedenen　Standorte　f菰r　verschiedene　menschliche　Nutzuhg．　In　der　Kulturund

Zivilisatio簸s・Landschaft　gewi難込en　Karten・der　potentiell　nat茸rlichen　Vegetat王oa　a玉s

Zeiger琵r　die　beste　Raum－Nutzung　und　f廿r　de捻notwe漁digen　Natur－und　Umweltschutz

grundlege簸de　Bedeutung　wie　ihre　Benutzung　in　mehreren　L諏dern　geze圭gt　hat（丁甑en

1956，1960，K琶chler　1964，　Seibert　1968，　Miyawaki　et　a1。1968，1969，1970，1971，1972，
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1973，　1974，　1975，　工976　u．a．〉．

　　　Zur　Fa8ung　der　Gesellschaftseinheitea　der　poten£iell　natUrlichen　Vegetation　wurde

als　wichtigster　Anhaltspunkt　zuert　die烈och（real＞erhaltene　natUrliche　Vegetetion　im

Gelande　stud圭ert．　Zugle呈ch　wurden　auch　gepflanzte　Hofw謎der，　einzel捻e　B盗umen，　der

Unterwuchs　der　sekundaren　Walder，　und　weiter　die　Beziehungen　zwischen　der　Arten－

zusammensetzung　der　verschiedenen　Ersatzgesellschaften　und　ihren　Bodenprofilen，　die

wirtschaftliche　Raum－und　Bodennutzungsweise，　die　Topographie　und　andere　fUr　d圭e

Vegetation　bedeutsame　Faktoren　studiert．

　　　Der　derzeitige　Sta箆d　unserer　Untersuchungen　erlaubt　das　folgende　System　der

Pf圭anzengesellschaften　f養r　die　Prafektur　Kanagawa　vorzulegen：

1．　Came玉王ietea　japo豆1cae－Gebiet

L　Camellietea　laponicaeMiyawakietOhbai963
　　a．Camellietalia　japonicaeOδaetSumata1966
　　　1）Ardisio－Casta漁opsion　Miyawakietal．1971

　　　　　（DArdisio－Castanopsietum　sieboldiiSuz．一Tok．
　　　　　　　1952

　　　　　（2）Polystichopso－Castanopsietum　sieboldii
　　　　　　　Mlyawaki　et　al．1971

　　　　　（3）Polyst玉cho－Machiletum　thunbergii　Suz．一Tok．
　　　　　　　1953

　　　　　（4）Euonymo－Pittosporetum　tobirae　Miyawakiet．
　　　　　　　al。1971

　　　　　（5）Quercetum　lnyrsinaefol玉aeMiyawakietOhba1965
　　　　　（6）　Q％6κπ∫g♂側。α一Qz6θr6π∫5αあ‘∫2zα一Gesellschaf£

　　　　　（7）111icio－Abietum　firmaeSuz．・Tok．etHatiyaemSuz．一
　　　　　　　Tok．　正961

　　　　　（8＞Acero・Zelkovetum　MiyawakietK：azueFujiwara　l970

2．Vitecetea　rotundifoliaeOhba，M圭yawakietR．Tx．1973

　a．Vitecetala　rotundifoliaeOhba，MiyawakietR．Tx．1973

　　　1）Ischaemo・Vitecion　rot纂捻difohae　Ohba，Miyawaki
　　　　　et　R．　Tx．1973

　　　　　（1）Imperato　cylindri』cae－Vitecetum　rotundifoliae
　　　　　　　Ohba，　Miyawaki　et　R．　Tx．1973
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3．Gleh捻ietea　littoralisOhba，Miyawakie亡R，Tx．！973

　a．Glehnietalia　littoralis　Ohba，　MiyawakietR．Tx．1973

　　1）Gleh鷺ion　lit亡oralisOhba，MiyawakietR．Tx．1973

　　　（1）Wedelio－Caricetum　kobomugi　Ohba，Miyawaki
　　　　et　R．Tx．1973

　　　（2）Wedelio－lschaemetum　anthephoroides　Ohba，
　　　　Miyawaki　et　R．　Tx。　i973

　　　（3＞Wedelio　prostratae－Zoysietum　macrostachyae
　　　　Ohba，　Miyawaki　et　R．　Tx．1973

4．Asteretea　tripolii　WesthoffetBeefti総k1962

　a．Zoysietalia　sinicae　nipPonicae　Miyawak圭etOhba
　　1969

　　1）Zoysion　sinicae　nipPonicaeMiyawakietOhba，1969
　　　（1）Zoysietum　sinicae　nipPonicae　Miyawakiet
　　　　Ohba，　豆969

　　　（2）　A〃ψZ8謬g／736あ癖∫一且5オ67一彦7ψo諭〃π一Gesellschaft

　　　（3）　5φ8rg認α2ゼαア・z‘ろ2・α一Gesellschaft

5．Salsoletea　komaroviiOhba，M量yawakietR．Tx。1973

　a．Salsoletalia　komaroviiOhba，MiyawakietR．Tx．1973
　　D　Atriplicion　gmehn三i　Ohba，Miyawa騒i．etRTx．1973

　　　（1）Atriplici－Suaedetum　maritimae　Miyawakiet
　　　　Ohba，　1965

6、　Phragmitetea　Tx．etPrsg．1942

　a．　Phragmitetalia　Tx．etPrsg．1942

　　1）PhragmitionKoch1926
　　　（1）Scirpo　fluviati1圭s－Zizanietum　latifoliae
　　　（2）Caricetum　scabrifoliaeMiyawakietOhba1969
　　　（3）　Cα7趨鶴50αゐrヴbあα一P♂α7π璽。フπ卿’or　var．ブ砂。π沈α一Gesellschaft

　　　（4）Pんアー㎎フ纏θ56・7η7脚zゴ∫一Gesellschaft

　　　（2）　Tこyρんαoノ・f82z診α薦一5cゴ厚）zf∫オブ勾κo彦θ7・一Gese玉lschaft

　　2）Oenantho－Phalaridion　aru簸dinaceaeMiyawaki
　　　et　Okuda　1972

　　　（1）Oenantho－Phalaride宅um　arundinaceae
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　　　　Miyawaki　et　Okuda　1972

　　3）Miscantho　sacchariHori－PhragmitionMiyawakiet
　　　Okuda　1970

　　　（1）Miscanthetum　saccharifloriMiyawakietOkuda
　　　　1972

　　　（2）Caricetum　dispalataeMiyawakietOkuda1972
　　　（3）Isachno－Caricetum　thunbergii　Miyawakiet
　　　　Okuda　正972

　　　（4）　ゐ88r5如澱yα7zz‘たα一Gesellschaft

　　　（5）Phaceluruetum　latifoliaeMiyawakietOkuda1972
　　4）　Noch　nicht　bestimmte　Verbande

　　　（1）Phragmitetum　japonicaeMiyawakietOkuda1972

7．　Bidentetea　tripartitiTx．Lohm．etPrsg．1950

　a．　Bidentetalia　tripartiti　Br．一Bl．e之R．Tx．1943

　　1）Alopecurion　amurensisMiyawakietOkuda工972

　　　（1）Stellario－Ranunculetum　cantoniensis
　　　　Miyawaki　et　Okuda　l972

　　．（2）Beckmannio－Veronicetum　undulatae
　　　　Miyawaki　et　Okuda　1972

　　　（3）Alopecuro－Ranunc賢letum　scelerati　Miyawaki
　　　　et　Okuda　1972

　　2）Panico－Bide鷺tion　frondosaeMiyawakietOkuda1972
　　　（1）polygonetum　thu鍛bergiiLohm．etMiyawaki1962

　　　（2）Panico－Polygo蕪etum　hydropiperitis　Miyawaki
　　　　et　Oku（玉a　1972

　　　（3）Setario－Bidentetum　pilosae　MiyawakietOkuda
　　　　1972

　　　（4）Chenopodio－Xanth玉etum　strumariiMiyawaki
　　　　et　Okuda　1972

8．Bolboschoenetea　maritimiVichereketR．Tx．1969
　a．Bolboschoenetalia　marit圭miHelnラ1667
　　1）Bolboschoenion　maritimiDahletHada1941
　　　（1）　5‘∫η励3μαπゴα‘〃73ガ∫一Gesellschaft
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9．Artemisietea　princepsMiyawakietOkuda1972
　a．Artemis量etalia　princepsMiyawak量etOkuda1972
　　1）A難aphal玉。－Artemision　princeps　MiyawakietOkuda1972

　　　（1）Kummerovio－Asteretum　ka漁toe難sisMiyawaki
　　　　et　Okuda　豆972

　　　（2）Artemisio－Potentilletum　chlnensisMiyawaki
　　　　et　Okuda　互972

10．　Noch　nicht　besξimmte　Klasse

　a．plantagineもalia　aslat三caeMiyawak11964
　　1）Agropyro　kamoji－Rum圭cion　japonicae　Miyawakiet
　　　Okuda　豆972

　　　（1）Rumicetum　cr．ispiづaponicae　MiyawakietOkuda1972

11．LemneteaW．KlochetR．Tx．1954emOberd．1957

a．Lemn6taliaW．KochetR．Tx。1954emOberd，1957

　　1）Lemnion　paucicostataeMiyawa麹ietJ．丁醜en1960

　　　（1）Lemneto・Salvinletu斑　natantis　Miyawakie£J．
　　　　丁目xen　1960

12．PotamogetoneteaR．Tx．etPrsg．1942
　a。noch　nich毛bestimmte　Ord。　u．　Verb．

　　　（1）yα〃∫5πθノ・∫αα5磁ぎ。α一Gesellschaft

13．．MlscaRthetea　sinensisMiyawakietOhbai979
　a．Misca簸thetalia　sinens1sMlyawakletOhba1970
　　D　　Peuc　ed　a塾　io　n　　3．ap　on　ic　ae　Ohba　1970

　　　（1）Chrysanthemo－Miscanthetum　condensati
　　　　Ohba　1970

　　2）　Noch　nicht　bestimmte　h6here　Ei難he圭ten

　　　（1）Orixa　laponica－Zelkova　serrata－Ass．　Miyawaki
　　　　et　Hiroko　Tohma　l975

　　　（2）　Q祝6κτ‘∫αα‘彦∫∬かηα一A伽z‘5ブ⑫o短。α一Gesellschaft

　　　（3）　ノ4伽彫∫ブ妙。アzゴ6α一Gese玉圭schaft

　　　（4）　君Z翅5腕ブ5漉α一Gesellschaft

　　　（5）Hydrangeo－Eupteletum　polyandraeMiyawaki，
　　　　0hba　et　Murase　1964
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　　　　（6）　．4Zフz2‘5方プクノzα一Gese1玉schaft

　　　　（7）Salicetum　integraeMiyawakietOkuda工972

登．　Fagetea　crenatae－Gebiet

　1．Fagetea　crenataeMiyawaki，OhbaetMurase1964

　　a．Saso－Fagetalia　crenataeSuz．・Tok1966

　　　1）Sasamorpho－Fagion　crenatae　Miyawaki，Ohbaet
　　　Murase　1964

　　　　（1）Miricacalio－Fagetum　crenataeMiyawaki，Ohba
　　　　et　Murase　l964

　　　　（2）Corno－Fagetum　crenataeMiyawaki，OhbaetMurase
　　　　　l964

　　　　（3）　W’6ガg8♂α48ωフ・α一Co7・2zz45んoz‘5α一Gesellschaft

　　　　（4）　Pα7・融6π堵。加ノ）プα6co謬一Cαψf2z麗5お01乞07zo5々ガ∫一Gesellschaft

　　2）Pterocaryon　rhoifoliaeMiyawaki，OhbaetMurase1964
　　　　（1）Dryopterio－Fraxinetum　spaethianae　Suz．一
　　　　Tok．1952

　2。PhragmiteteaTx．etPrsg．1942

　　a．MagnocaricetaliaPign．1953

　　　1）Galio　brevipedunculato－Magnocaricion
　　　M量yawaki　et　K．　Fuliwara　1970

　　　　（1）Caricetum　rhynchophysaeMiyawakietK．Fuliwara
　　　　1970

　　　　（2）　Cαノー。灘読。んど2z5諺一Cα7－8卯フ7zα読7πo測ガ6拷露・Gesellschaft

　　　　（3）　EZ800んαアー∫5”zα7疵ZZ碗αvar・oツ。♂ooα7ソ）α一Gesellschaft

　b．Phragm量tetaliaTx．etPrsg．1942

　　　1）OeRantho－PhaIaridion　arundhaceaeMiyawaki
　　　　et　Okuda　1972

　　　　（1）Oenatho－Phalaridetum　arundinaceae　Miyawaki
　　　　et　Okuda　I972

　3・Miscanthetea　sinensisMlyawakietOhba1970
　　a。Miscanthetalia　sinensisMiyawakietOhba1970
　　　1）Rhododendrion　tsusiophyllae　M三yawaki，Ohbaet
　　　Murase　I969
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nlig　verbreitete　Gesellschaften　wie

Ard
Subassoziationen

ei鍛nehmen，

tlerung　ZU

捻at銭rlichen　Vegetation　slnd　auf　diese　We三se　im

Gebiet　29

imsgesamt　47　Einheiten　unterscheiden　worden．

　　　Nach　der　Karte　der　potentiell　naturlichen　Vegetat三〇n（1：2500043　Bla£ter　und　1：

200000　1Blatt）wurden　in　der　Pr註fektur　Kanagawa　groBr註umlich　folgende　F玉achen

zusammengefaβt．

　　　1．　In　den　niedrigell　Flachea　an　der　Buc｝1t　Tokyo　ist　das　potentiell　natUr｝呈che

Polysticho－Machiletum　thunbergii　mitzweiSubassoziationen
verbreitet．　In　diesem　Gebiet　ist　u煎er　dem　EinfluB　des　warrnen　Klimas　und　ma8iger

Bodenfeuchtigkeit　die　biologische王）roduktioロsleistu旦g　hoch，　wo　heute　Industrie－Anlagea
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　　　　　（1）Orchi－Rhododendretum　tsusiophyllae　MiyawaRi，
　　　　　　　0hba　et　Murase　1969

　　　2）　Noch　nicht　bestimmte　Verb甑de

　　　　　（1）Astilbo－FiIipe鍛duletum　multilugaeMiyawaki，
　　　　　　　0hba　et　Murase　1964

　　　3＞Miscanthion　si漁enslsSuz．一Tok。etAbe1959
　　　　　（1）　CαZα〃z璽7・05あ5hα々02zθ7z5ガ∫一ム4お6α2z疏z‘5∫ぎ2z67z5ガ∫・Gesellschaft

4．　Noch　nich主bestimmte　h6here　Einheitea

　　　　　（1）　五：y5勿2αoんぎατz娠「α痒∫var．面ηz〃一ぎ。α一みZ2z鋸ブ⑫02zガ。α一Gesel玉schaft

　　　　　（2）　P諭ゼ5ブ妙02zゴ。α一C♂8オh㍑うαプ腕π87一腕∫一Gesellschaft

　　　　　（3）Carici－Clethretum　barbinervis　M三yawaki，
　　　　　　　0hba　et　Murase　1969

　　　　　（4）　Leucotheto齢Trochodendretu孤　aralioideae
　　　　　　　Miyawaki，　Ohba　et　Murase　l969

　　　　　（5）Clrsio－Campanuletum　hondoe捻sisMiyawaki，
　　　　　　　Hamada　et　Sugawara　1967

　1m　Bereich　der　gesamten　Prafektur　Kanagawa　sind　insgsamt　46　Assoziationen

　　ihre薙entsprechende　20　Gesellschaftseinheiten　bekamt，　Von　diesen　wurδeR　groBr装u－

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Quercetum　myrs量naefoliae，

　　　　isio－Castanopsietum　s量eboldii，　biszumRangvo且
　　　　　　　　　　　　　kartiert．　Vegetationseinheite捻，　die　nur　kleine　Areaie　mosa圭kar之ig

　　　　　　　　　wie　z．　B．　die　Pflanzengesellschaften　der　F至uBauen　wurden　be三der　Kar－

　　　　　　　　Komp玉exen　zusammengefaBt．　In　der　Lege塗de　der　Kar毛en　der　potentidl

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Camellietea　 japoaicae昌
　　　　　　　und　im　Fagetea　crenatae・Gebiet　i6　sowie2weitere，　also
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stehen　u漁d　die　Bev61kerung　d玉cht　konzentriert　ist．

　　　　2．　Die　H慧gel－Zonen　entlang　deロK丘ste数，　die　Unmitelbar　an　das　Geb玉et　des

Polysticho－Machiletum　thunberg員　ans£oβen，sinddas
ArealdesPotentiell　natUr1まchen　Ardisio－Casta箆ops三etum　siebo玉dii

m三tdrei　Subassoz三atione血，　die　vorwiegend　auch　qualitative　Unterschied　der　Standorte

anzeigen．　D段sGebietdes　Ardisio－Castanops量etum　sieboldii
ist　morpho董ogisch　s重arkgewellt。　Daher三st　diese　Gegend　b三s　in　d三e　letzte簸Jahτe皿ehr

forstwir宅schaftlich　ge職utzt　worde漁。　Aber且euerd圭ngs　wurde　mit　Hilfe　der　modernen

Bautechnik　e三ne　ku難stliche　Terrasierung　der　H茸gel　a簸gelegt　u塾d　groBflachige鷺eue

WQhasiedlungea　geschaffen，　wodurch　die　ehemalige　nat廿rliche　Oberfl銭che　des

Ardisio・Castanopsietum　sieboldii－Gebietesstarkverandert
worde難ist．

　　　Die　meisten　Flachen　der正｛ochebenen覗nd　der　Plateaus　in　den　mittleren　Teilen　der

Prafektur　Kanagawa　wurden　alr　Quercetum　myrs三naefo玉iae－
Gebiet　erka葺nt．　Diese　Landschaft　wird　haupts銭ch生ich　landwirtschaft1三ch　genutzt．

Enlang　des　F圭usses，　wo　fr廿her　feuchte　Zonen　lagen，　ist　heute　fast　keine　natUrliche

Vegetation　erhalten　gebl三eben．　Aus　Analogie－Grunden　kann　hier　eine孟Z2zz‘∫ブゆ02zガ。α7

Gesellschaft　a玉s　heut三ge　potentiell　nat貢rliche　Vegetation　angenommen　werden．

　　　Die　Vegetation　der　Gebirge，　wie　der　Tanzawa・Ohyama　und　des　Hako漁e－Vulkans

ist　vo職den　niedrigen　Ebenen　ganz　verschieden．　Im　Bergland　herrscht　zwischen　300

bis　600　m　U．　M．簸ehmen　eine　Q拗℃π∫g伽。σ一Q麗8κz‘∫∫αZ2cぢ5α一Gesellschaft。　In　noch

h6heren　Lagen　kommt　das　Illicio－Abietum　firmae　stelle塗weise

vor。

　　　DieGre難zezw圭schendenGebietender　Camelhetea　japonicae
und　der　F　a　g　e　t　e　a　crenatae　liegt　je　nach　dem　Re1呈ef，　den　Hangrichtungen

und　dem　Neigungsgrad　und　anderen　lokalen　Einf1茸ssen　nicht銭berall　auf　gleicher　H6he．

Im　a119emeinen　liegt　sie　zwische箆600～800m廿．　MJm　Gebiet　der　Fagetea

crenatae　nimmtdas　Corno－Fagetum　　crenatae　als
potentlell　nat廿rliche　Vegetation　weite　F1盗chen　ein。　Der　groBte　Teil　der　Nationaレund

Quasie　National　Parke　des　Hakone－und　Tanzawa・Ohyama　Bergmassivs　geh6rt　zum

Cor漁。－Fage£um　crenatae－Gebiet．
　　　Auf　dem　RakonひVulkan　hat　sich　durch　das　Relief　bedingt　eine　besondere

Vegetation　entwic麹elt．　Der　waldfreie　Gipfel　mit　windecken　uRd　schwacher　Boden一
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bedingung　wird　von　de阻zwergstrauchartigen　O　r　c　h　i－Rhododendretum

tsusiophyllae　und　von　der　W8ガg8Zα4600㍑一Co77zπ5んα45α一Gese玉lschaft　bedeckt．

In　der　Umgebung　der　akiven　Schwefelquellen　wachstδrt1三ch　beschr護nkt　die　CβZ翻2492－o∬露

加ん07zθ2z5ガ5－M∫56α2z診んz‘55ガ2z8π∫ガ∫一Gesellschaft．

　　　AuBer　den　genannten　groBflachigen　Gel）ieten　kommen　Teiche　und　Seen，　K誼sten－

dUnen，　salzige　Lagunen　in　der　Bucht　oder　an　den　FluBm廿ndungen　und　andere　Sta聡dorte

vor，　denen　jeweils　eigene　Pflanzengesellschaften　entsprechen．　Entla難g　der　MeereskUste

ist　ein　langer　DUneng琶rtel　ausgebildet，　der　einen　eigenen　Vege皇ationskomplex　tragt，

der　allerdings　in　jung廿sten　Zeit　durch　Bauarbeiten　zur　La簸dgewinnung　und　durch　zu

starkes　Betreten　und　andere　menschliche　Eingriffe　groBtenteils　verschwunden　ist．

　　　In　der　gleichen　Weise　wie　seinerzeit　an　Hand　der　Kar£en　der　realen　Vegetation

der　Prafektur　Kanagawa　G972）wurden　auch　die　Karten　der　potent圭ell　nat藤r1三chen

Vegetation　in　8　Gebiete　gegl圭edert．

　　　Auf　Grund　der　vegetationsku篇dliche簸Studien　und　der　m691ichst　genauen　Karte

der　potentiell　nat茸rlichen　Vegetation　des　gesamten　Areales　der　Pr註fektur　Ka豆agawa

konnten　fUr　die　z賢k伽ftige　zweckmaβige　Entwicklungs－Planung　des　von　65Mio．

Menschen　bewoh難ten　Gebietes，　konkrete　Vorschlage　f茸r　den　Naturschutz　den．synthe－

tischen　Umweltschutz　auch　fUr　die　Schaffung　einer　neuen　lebe簸digen　gesunden　Umwelt

der　Menschen　in　den　Industrie唄ad　den哉berv61kerte簸Stadten　entlang　der　Tokyo－

Bucht　gemacht　werden．

　　　Die　Karte　der　potentiell　natUr11chen　Vegetation　bleibt　eine　der　wichtigsten　Unterlage

sowie　ein　Rezept　f廿r　die　Schaffu亘g　einer　neuea　vegetationsreichen　stabilen　u且d　viel－

seitigeR　Umwelt，　soweit　dabei　die　Vegetation　als“1ebendiger　Baustoff”nach　T慧xen

verwendet　wird。　Um　eine難eue　bioiogisch　gesundere　Umwel毛fur　Existenz　der　6．5

Mio．　Einwohner　zu　schaffea　und　zu　erhalten　wurden　auf　Grund　einer　synthetischen

Betrachtung　und　Auswertung　eingehende　ko捻krete　Vorschlage　durch　de亘Vergleich

der　potentiell　nat琶rlichen　VegetatioR　mit　der　entsprechenden　realen　Vegetation　ger澄acht．
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97）　Mまyawaki，　A．　u．　T．　Ohba　1969：Studien　Uber　die　Strandsalzw三esengesellschaften　auf　Honshu，
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　　Abb．　Jena．

122）大場達之1969：関東平野の原植生に関する考察．一シラカシ群集を中心として一神奈川県立博
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145）　T廿xen，　R．1958　a：Pflanzengesellschaften　als　Anzeiger　von　Bodenprofilen，　insbesondere　der
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　　　王nstitut．　Linz．　Wien－Bad－Neydharting．

146）　TUxen，　R．重958b：Die　Eichung　vo漁Pflanzengesellschaften　auf　Torfprofiltypen．　Ein　Beitrag
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　横山光雄・井手久登・宮脇　昭1967：

診断および緑化計画に対する基礎的研究，20pp，（付植生図2，付表）．
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告　6　：　13－23．　福素誘．
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　〒：驕認邦二・飯泉　二三1970：天然記念物緊急調i査。樵生図・主要動嫡物地図4．宮
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あ　と　が　き

　神奈川県教育委員会では昭和43年から自然実態調査を実施してきましたが，その内現存植生図

を昭和47年3月に刊行し，つづいて潜在自然植生図を昭和50年3月に刊行しました。

　このたびの潜在自然植生の解説書の発刊をもって植生図はここに完結するはこびとなりまし

た。

　神奈用県教育委員会ではかねてより自然保護思想の啓発に務めてきましたが，植生図作成事業

も自然保護の基礎資料として発刊配布することとなったものです。

　この植生図によって神奈川県土の都市計画はもちろん，すでに荒廃した土地に対する緑の復原

や，自然の山野に対する形状変更を伴う事業を計画するに際しても，植生を生かした土地利用を

期待できましょう。

　この調査のため9年有余の歳月をかけられた横浜国立大学宮脇昭教授をはじめ関係者の方々に

深く謝意を表する次第です。

昭和51年3月17日

神奈川県教育庁社会教育部

　　　文化財保護課長栗原高之
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